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徳
島
駅
伝
・
阿
南
市
チ
ー
ム
紹
介

応
援
全
力

未
来
の
か
た
ち
を
考
え
る

企
画
新
春



　

こ
の
た
び
、
阿
南
市
長
と
し
て

再
び
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
お
役
に

立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

こ
の
上
な
い
喜
び
と
責
任
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
３
期
12
年
間
、
市
民
が

主
役
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、
合
併
、

子
育
て
支
援
、
防
災
対
策
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
、
ご
み
処
理
施
設

な
ど
、
本
市
の
骨
格
を
な
す
各
施

策
に
つ
い
て
一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
全
国
の

自
治
体
が
地
方
創
生
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
は
本
市
の
将
来
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。『
阿
南

に
生
ま
れ
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
「
幸
せ
」
を
、
子
や

孫
の
世
代
に
し
っ
か
り
つ
な
い
で

い
く
』。
そ
の
強
い
思
い
で
、
常

に
一
歩
先
を
見
据
え
、
本
市
の
強

み
を
い
か
し
た
相
乗
効
果
の
高
い

政
策
の
実
践
に
全
精
力
を
注
い
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
び
、
地
方
創
生
に
か
け
る
主
要

施
策
と
し
て
45
の
公
約
を
掲
げ
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
阿
南
医
療
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
医
療
の

確
立
は
、
子
育
て
、
高
齢
者
福
祉
、

救
急
医
療
な
ど
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
「
オ
ー
ル
阿
南
」
の
体
制
で
地

方
創
生
に
取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
公
約
の
概
要
は
市
長
所
信
Ｐ
18
、

19
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

市
民
の
命
と
健
康
を
守
り

阿
南
に
住
む
幸
せ
を
次
世
代
に

　
任
期
満
了
に
伴

う
阿
南
市
長
選
挙

が
11
月
22
日
に
執

行
さ
れ
、
現
市
長

の
岩
浅
嘉
仁
氏

（
61
歳
）
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。（
任

期
は
平
成
31
年
12

月
６
日
ま
で
）

同時に執行された市議会議員補欠選挙では、上記３人の方が
当選されました。（任期は平成29年11月24日まで）

　

平
成
27
年
阿
南
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
７
日
に
開
会
し
、
正
副
議
長
な
ど

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。各
委
員
会
の
構
成
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投票率　52.27％
選挙当日有権者数 61,614人
投 票 総 数 32,206票
有 効 投 票 数 31,661票
無 効 投 票 数 545票

投票率　52.20％
選挙当日有権者数 61,614人
投 票 総 数 32,162票
有 効 投 票 数 29,780票
無 効 投 票 数 2,382票

議長（第52代）
久米 良久さん

（横見町）

山崎 雅史さん
（上中町）

表原 立磨さん
（富岡町）

保岡 好江さん
（津乃峰町）

副議長（第56代）
橋本 幸子さん

（那賀川町）

阿
南
市
議
会　
正
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

候補者名 得票数
当選 い わ さ 嘉 仁 18,673票

ふくしま民雄 12,988票

候補者名 得票数
当選 表 原 た つ ま 7,627票

当選 やすおか好江 6,629票

当選 山崎まさふみ 5,781票

青 木 光 男 5,032票

島 尾 し げ き 4,711票

選挙結果の問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22－3791）へ
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平
成
27
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
披
露
し
ま
す
。

（
11
月
30
日
発
表
分
ま
で
、
掲
載
の
ご
了
解
が
得
ら
れ
た
方
を
発
表
順
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
一
部
敬
称
略
）

長
年
の
功
績

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章組橋 正人さん

羽ノ浦町（72歳）

　

組
橋
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
４
月

に
徳
島
県
立
阿
南
工
業
高
等
学
校

教
諭
に
奉
職
し
て
以
来
、
37
年
余

り
の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の

進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
退
職

後
も
、
公
益
財
団
法
人
徳
島
県
体

育
協
会
専
務
理
事
な
ど
と
し
て
、

本
県
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
振
興
に

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
ほ
か
、

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
広
報
や
競
技
力

向
上
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤 幸雄さん
羽ノ浦町（73歳）

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
４
月

に
徳
島
県
に
奉
職
し
て
以
来
、
36

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
県
行
政

の
発
展
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
５
年
の
東
四
国
国
体
に

向
け
式
典
や
競
技
内
容
の
検
討
な

ど
、
そ
の
開
催
準
備
に
尽
力
さ
れ

た
ほ
か
、
県
立
学
校
の
施
設
整
備

や
、
県
立
文
学
書
道
館
の
基
本
構

想
策
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
重
要

施
策
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松田 政雄さん
見能林町（73歳）

　

松
田
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
４
月

に
農
林
事
務
官
に
奉
職
し
て
以
来
、

昭
和
51
年
か
ら
外
務
省
在
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
日
本
国
大
使
館
一
等
書
記

官
、
平
成
４
年
か
ら
近
畿
農
政
局

計
画
部
長
を
歴
任
さ
れ
、
31
年
の

長
き
に
わ
た
り
農
林
水
産
行
政
の

充
実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
那
賀
川
土
地
改
良
区
や
阿
南

商
工
会
議
所
で
専
務
理
事
を
務
め

ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章平松 政昭さん

羽ノ浦町（74歳）

　

平
松
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
29
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
平
と
誠
実
な
指
導
に
よ
り
、

過
ち
に
陥
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の

更
正
を
助
け
る
傍
ら
、
長
年
地
区

保
護
司
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、

会
の
運
営
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章佐竹 義治さん

深瀬町（73歳）

　

佐
竹
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に
阿

南
信
用
金
庫
に
入
庫
以
来
、
51
年

の
長
き
に
わ
た
り
金
融
業
務
一
筋

に
徹
さ
れ
、
平
成
７
年
か
ら
は
理

事
長
と
し
て
、
地
域
中
小
企
業
の

発
展
や
住
民
の
生
活
向
上
、
信
用

金
庫
業
界
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
阿
南
市
土
地
開
発
公
社

理
事
や
公
益
社
団
法
人
阿
南
法
人

会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

嶋尾 秀昭さん
中大野町（73歳）

　

嶋
尾
さ
ん
は
、
平
成
９
年
11
月
、

阿
南
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
特
に
平
成
21
年
12
月
か
ら
は

１
年
間
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
や
特
別
委

員
会
の
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に

貢
献
さ
れ
、
高
邁
な
政
治
信
念
を

も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章谷　知己さん

大田井町（65歳）

　

谷
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
４
月
に

阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以

来
、
常
に
献
身
的
に
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
に
加
茂
谷
分
団
長
に
就
任
し
て

か
ら
、
平
成
23
年
の
退
団
に
至
る

ま
で
、
36
年
も
の
長
き
に
わ
た
る

活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
町
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
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山本 隆司さん
富岡町（65歳）

　

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
１
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
常
に
献
身
的
に
消
防
団
活

動
に
取
り
組
ま
れ
、
平
成
18
年
に

富
岡
地
区
の
分
団
長
、
平
成
21
年

に
は
阿
南
市
消
防
団
副
団
長
に
就

任
さ
れ
、
平
成
23
年
の
退
団
に
至

る
ま
で
、
42
年
も
の
長
き
に
わ
た

る
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
暮
ら

し
や
す
い
町
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

山本 英雄さん
桑野町（65歳）

　

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
３
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
常
に
献
身
的
に
消
防
団
活

動
に
取
り
組
ま
れ
、
平
成
21
年
に

桑
野
分
団
長
、
平
成
23
年
に
は
阿

南
市
消
防
団
副
団
長
に
就
任
し
、

平
成
25
年
の
退
団
に
至
る
ま
で
そ

の
職
責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
。

37
年
の
長
き
に
わ
た
る
活
動
を
通

じ
て
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章板倉 逑之さん

那賀川町（71歳）

　

板
倉
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
４
月

に
徳
島
県
警
察
官
を
拝
命
し
、
以

来
、
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
警

察
職
務
に
精
励
し
、
警
察
各
般
に

お
い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
る

な
ど
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
刑
事
警
察
部
門
に
お
い
て

活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章長瀬 隆敬さん

加茂町（75歳）

　

長
瀬
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
に
阿

南
市
消
防
吏
員
と
し
て
拝
命
さ
れ

て
以
来
、
約
34
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
べ
く
、
火
災
や
風
水
害
等
の
消

防
活
動
一
筋
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
郷
土
愛
護
と
公
共
の
福
祉
の

た
め
に
傾
注
さ
れ
た
ほ
か
、
常
備

消
防
の
広
域
化
、
消
防
力
の
拡
充

等
に
多
大
な
る
業
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。高

齢
者
叙
勲

旭
日
単
光
章三間 太郎さん

羽ノ浦町（88歳）

　

三
間
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
12
月
、

羽
ノ
浦
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り

在
職
し
、
特
に
昭
和
52
年
12
月
か

ら
は
１
年
間
副
議
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
委
員
長
、

公
害
対
策
特
別
委
員
長
、
文
教
厚

生
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
豊
富
な
行
政
経
験
と
識
見
を

も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章西田 喜一さん

富岡町（88歳）

　

西
田
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
４
月

に
海
部
郡
木
頭
村
和
無
田
小
学
校

教
諭
に
奉
職
し
て
以
来
、
主
に
徳

島
県
南
地
域
の
小
学
校
に
お
い
て

教
諭
、
教
頭
、
校
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
温
厚
誠
実
な
人
柄

と
教
育
に
対
す
る
人
一
倍
の
情
熱

を
も
っ
て
、
児
童
や
地
域
住
民
か

ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
、
37
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の

発
展
と
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
感
謝
状

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

西　

裕
司
さ
ん
（
見
能
林
町
）

喜
多
孝
明
さ
ん
（
才
見
町
）

そ
の
他
の
表
彰

農
事
功
労
者
表
彰

■
緑
白
綬
有
功
章

岡
久
和
生
さ
ん
（
山
口
町
）

警
察
部
外
功
労
者
表
彰

■
四
国
管
区
警
察
局
長
感
謝
状

岸　

彰
さ
ん
（
富
岡
町
）

四
国
運
輸
局
長
表
彰

　

駅
の
環
境
美
化
奉
仕
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
安
雄
さ
ん
（
桑
野
町
）

桑
野
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ

徳
島
県
知
事
表
彰

■
徳
島
県
卓
越
技
能
者

　
「
阿
波
の
名
工
」

福
原
美
智
子
さ
ん
（
富
岡
町
）

■
徳
島
県
科
学
技
術
大
賞

　
科
学
技
術
理
解
増
進
部
門

阿
南
高
専
中
学
生
ロ
ボ
ッ
ト
競
技

会
実
行
委
員
会
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社
会
福
祉
に
尽
力

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

■
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

浅
野
直
子
（
羽
ノ
浦
町
）

井
上
由
美
（
津
乃
峰
町
）

近
藤
泰
司
（
下
大
野
町
）

佐
藤
恵
美
子
（
那
賀
川
町
）

四
宮
小
夜
子
（
住
吉
町
）

田
上
真
由
美
（
柳
島
町
）

西
森
律
身
（
吉
井
町
）

西
森
恵
子
（
吉
井
町
）

森
本
厚
子
（
日
開
野
町
）

森
本
真
由
美
（
福
井
町
）

■
県
社
会
福
祉
協
議
会
大
会
長
表

彰民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

神
野
武
重
（
山
口
町
）

横
手
啓
子
（
中
林
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

石
橋
堯
雄
（
宝
田
町
）

糸
林
正
義
（
橘
町
）

樫
原
美
穂
（
桑
野
町
）

阪
井
俊
弘
（
見
能
林
町
）

阪
牧
生
子
（
長
生
町
）

松
江
幸
代
（
那
賀
川
町
）

山
﨑
師
郎
（
福
村
町
）

湯
浅
美
智
子
（
那
賀
川
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

青
木
富
雄
（
橘
町
）

音
坊
山
ふ
る
里
活
性
会（
新
野
町
）

食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
す
み
れ
会
（
羽
ノ
浦
町
）

食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
会（
那
賀
川
町
）

福
井
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
た
け
の

こ
（
福
井
町
）

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
44
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
表
彰
式
が
12
月
13
日
、
文
化
会

館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】
久
積
富
美
子

【
議
長
賞
】
田
村
元
帥

【
教
育
長
賞
】
石
橋
幸
恵

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】
植
田
忠
生

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】
撫
中
義
美

【
議
長
賞
】
尾
崎
い
ず
み

【
教
育
長
賞
】
笹
田
征
二

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】
山
下
助
信

【
議
長
賞
】
笠
井
正
明

【
教
育
長
賞
】
福
原
敏
雄

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】
岩
瀬
良
子

【
議
長
賞
】
南
瀬
京
子

【
教
育
長
賞
】
宮
地
益
子

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】
遠
州	

【
議
長
賞
】
花
芸
安
達
流

【
教
育
長
賞
】
池
坊	

■
寒
蘭
展
の
部

【
市
長
賞
】
秦
野
一
三

【
議
長
賞
】
井
上
久
夫

【
教
育
長
賞
】
武
田
水
保

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
佐
々
木
八
千
代

【
議
長
賞
】
森　

君
江

【
教
育
長
賞
】
中
野　

郁

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
森　

歌
子

【
議
長
賞
】
森
岡
圭
子

【
教
育
長
賞
】
水
口
明
美

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部（
１
～
４
年
生
）

【
市
長
賞
】

　

鎌
田
智
江
（
桑
野
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

田
上
愛
莉
（
中
野
島
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

廣
浦
俊
介
（
橘
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部（
５
、６
年
生
）

【
市
長
賞
】

　

吉
岡
海
厘
（
中
野
島
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

薦
田
貴
良
（
富
岡
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

坂
東　

凜
（
見
能
林
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
福
田
龍
弥
、
上
田
陸

斗
、
福
本
剛
琉
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
長
賞
】

横
手
唯
菜
、
林　

桃
夏
、
清
水

拓
真
（
阿
南
第
二
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

原　

陸
斗
（
富
岡
東
中
）

夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下４度以下になると、防寒のできていない水道管は凍ったり破
裂したりします。「むき出しの水道管」「北向きにある水道管」「風がよく当
たる水道管」は早めに手当てしましょう。

水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バルブ）を閉めて水を止め、破裂し
た部分に布やテープなどで応急手当てをして、市指定上下水道工事店協同
組合（☎22−7608）または市指定工事事業者に修理を依頼してください。

水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯をゆっくりとかけて溶かしてくださ
い。熱湯をかけると破裂することがありますので、ご注意ください。

防寒の方法

▼ 保温材を巻きます。蛇口付近は破裂しやすいので、
完全に包んでください。

▼保温材には、毛布・布などを利用してください。また、
保温材がぬれないようビニールなどを巻いてくださ
い。

▼メーターボックスの中に毛布や布切れなどを入れて、
ふたの上にダンボールを乗せるなどして保温してく
ださい。

問い合わせは　水道部工務課（☎22−3295）へ

水道管の冬支度を！

給
水
管

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

保
温
材

布
や
保
温
材
を
２
㎝
く
ら

い
の
厚
さ
に
巻
き
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て
水
ぬ

れ
を
防
ぐ

日時　３月６日㈰　9:30開会式
　　　（10:00～順次スタート）
場所　スポーツ総合センター
コース　北ノ脇・淡島シーサイドコース

※家族の部のみタイムは計測しません。
※申込順に受け付けします。
参加資格　小学４年生以上
　　　　　（家族の部のみ３歳以上）
参加料　無料
申込方法　所定の申込用紙に記入のうえ、スポー

ツ振興課へお申し込みください。
申込用紙配布場所　スポーツ振興課、スポーツ総
合センター、那賀川・羽ノ浦各支所ほか
申込期間　１月４日㈪～２月５日㈮
問 スポーツ振興課（☎22−3394）へ

第32回阿南健康マラソン大会
参加者募集

種　目 距　離 定　員
小学生の部 2㎞ 100人
中学生の部 3㎞ 100人
高校一般の部 10㎞ 400人壮年の部
家族の部 2㎞ 50組
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

今
が
一
番
若
い
全
市
民
の
皆
さ
ま
へ 

～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
秋
の
市
長
選
挙
の
関
係
で
、
11
月
、
12
月
と

２
カ
月
間
、
市
長
通
信
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

今
月
か
ら
こ
の
「
お
元
気
で
す
か
」
を
再
開
で
き

ま
す
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
喜
び
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、
毎
月
拙
文
で
は
あ
り
ま

す
が
、
明
日
の
阿
南
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
ひ

た
む
き
に
心
を
尽
く
し
て
筆
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
ほ
ど
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干え

支と

は
、
60
年
ぶ
り
に
や
っ
て

き
た
丙ひ

の
え
さ
る申
で
す
。「
丙

ひ
の
え
」
は
形
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
頃
を
さ
し
、
申さ

る

は
「
呻う

め

く
」
の
意
味
で
、

果
実
が
成
熟
し
な
が
ら
固
ま
っ
て
い
く
状
態
を
表

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
２
０
１
６
年
は
形
が

は
っ
き
り
と
し
て
き
て
固
ま
っ
て
い
く
と
い
う
成

長
段
階
で
あ
り
、
前
向
き
に
考
え
る
と
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
努
力
が
形
と
な
っ
て
実
現
に
近
づ
い

て
い
く
年
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
々
が
自
分
な
り
の
目
標
を
持
ち
、
希
望
と
い
う

名
で
舗
装
さ
れ
た
道
を
歩
い
て
い
け
る
年
と
な
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
は
有
限
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
日
そ
し

て
一
日
と
充
実
し
た
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

人
間
は
、
今
す
な
わ
ち
今
日
が
一
番
若
い
で
す
ね
。

明
日
は
、
今
日
よ
り
一
日
歳
を
と
り
ま
す
。
今
日

よ
り
若
く
な
る
日
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
し
か
し
、

明
日
は
明4

る
い
日4

と
読
む
ん
だ
と
思
え
ば
、
希
望

も
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、

今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
ょ
う
か
？

　

１
月
に
は
中
華
民
国
（
台
湾
）
総
統
選
挙
。
こ

の
選
挙
は
大
国
、
中
国
に
も
影
響
が
出
る
で
し
ょ

う
。
２
月
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
長
選
挙
、
３
月
に
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目
、
北
海
道
新
幹
線

（
新
青
森
～
新
函
館
北
斗
間
）
開
業
、
５
月
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
…
。
こ

の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
約
２
４
０
万
人
有
権
者
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
２
０
１
４
年
の
衆
議

院
選
挙
の
投
票
率
は
全
体
で
52
・
66
％
の
う
ち
、

20
歳
代
は
32
・
58
％
、
60
歳
代
は
68
・
28
％
で
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
プ
レ
ス
ト
ン
効
果
と
い
う
学
説

が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
政
界
や

産
業
界
の
関
心
が
多
数
派
の
高
齢
者
に
向
か
い
、

割
を
食
う
の
は
少
数
派
の
若
者
た
ち
だ
と
い
う
説

で
す
。
こ
れ
は
、
投
票
率
に
も
如
実
に
現
れ
て
お

り
、
民
主
主
義
社
会
で
は
１
票
で
全
て
が
決
ま
る

と
い
う
こ
と
を
若
者
に
自
覚
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
８
月
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

11
月
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
…
。

　

最
後
に
、
本
年
３
月
20
日
は
阿
南
市
合
併
10
周

年
の
日
で
す
。
四
国
東
南
部
を
け
ん
引
す
る
中
核

都
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し
、
新
た

な
飛
躍
元
年
の
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。
本
年
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
職
務

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
防
災
へ

の
誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係
者

約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
新
し
い
団
旗
や
新
型
車

両
が
更
新
さ
れ
お
披
露
目
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
消
防
団
員
と
消
防
職

員
の
さ
っ
そ
う
た
る
雄
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

第
26
回
阿
南
市

生
涯
学
習
推
進
大
会

　

生
涯
学
習
実
践
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
講
演
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
１
月
23
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
開
会
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル(

情
報
文

化
セ
ン
タ
ー)

内
容　
▼
生
涯
学
習
活
動
の
発
表　

大
井
若
柳
会
に
よ
る
銭
太
鼓
の
発

表
、
わ
ら
べ
う
た
く
ら
ぶ
（
羽
ノ

浦
小
学
校
）
の
合
唱
な
ど

▼
記
念
講
演　
「
特
殊
詐
欺
の
現

状
と
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

講
師
：
徳
島
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課　

田
村
和
之
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
新
規
申
請
）を
受
付

　

平
成
28
・
29
年
度
に
市
が
発
注

す
る
物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

｢

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
申
請
は
新
規
申
請
と
な

り
ま
す
の
で
平
成
26
・
27
年
度
に

申
請
さ
れ
て
い
る
方
も
申
請
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
従
来
よ
り
有
資
格
者
の

方
に
新
規
申
請
の
案
内
を
は
が
き

で
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
の

と
お
り
、
今
回
か
ら
こ
の
案
内
を

廃
止
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
２
月

10
日
㈬
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ
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市
税
お
よ
び
各
種
料
金
の

納
付
に
ご
協
力
を
！

　

本
市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市

税
お
よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済

額
の
早
期
解
消
、
負
担
の
公
平
性

を
図
り
、
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
日
程
で

全
庁
一
斉
徴
収
お
よ
び
口
座
振
替

の
推
進
を
行
い
ま
す
。
市
職
員
が
、

徴
収
等
の
た
め
に
訪
宅
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間　
１
月
13
日
㈬
～
29
日
㈮

訪
宅
の
目
的　
市
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
集
落
排
水
処

理
施
設
使
用
料
、
保
育
料
等
の
徴

収
お
よ
び
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
口
座
振
替
の
推
進

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！　

　

本
市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口

座
振
替
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
口
座
振
替
が
で
き
る
市
税

は
、
現
年
課
税
分
の
個
人
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て

い
る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
。
申
込
み
時
に
、

通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出
印
、
納
税

義
務
者
の
印
鑑
、
納
税
通
知
書
を

金
融
機
関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月
末
の

納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日
以
降

に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は

翌
々
月
末
の
納
期
限
分
か
ら
口
座

振
替
が
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料

等
に
も
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
納
税
課
お
よ
び

取
扱
金
融
機
関
窓
口
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

－
１
７
９
２
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

研
究
講
座（
冬
期
）

受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
新
庁
舎
６
階　

６

０
２
会
議
室

内
容　
「
過
去
の
災
害
に
学
ぶ
」

講
師　
防
災
対
策
課　

防
災
啓
発

指
導
員　

平
岡
裕
文
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
１
月
25
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

平
成
27
年
度
公
共
下
水
道

接
続
申
請（
助
成
金
対
象
）の

受
付
期
間
は
２
月
29
日
㈪
ま
で

　

４
月
１
日
供
用
開
始
し
た
区
域

の
方
は
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

助
成
金
が
減
額
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
新
築
お
よ

び
５
月
１
日
以
降
の
供
用
開
始
は

除
く
）

　

な
お
、
施
工
業
者
は
「
阿
南
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）」
の
中
か
ら

選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
申
請
の
受
付
期
間　

２
月
29
日
㈪　

午
後
５
時
ま
で

完
了
検
査
の
受
付
期
間　

３
月
24
日
㈭　

午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
27
年
度
阿
南
市

認
定
農
業
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

農
業
者
相
互
の
情
報
交
換
と
連

携
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
２
日
㈫　

午
後
２
時
～

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

内
容　
▼
小
松
島
市
で
ト
マ
ト
と

お
米
を
生
産
し
て
い
る
有
限
会
社

樫
山
農
園
に
よ
る
基
調
講
演
「
地

域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
の
農
業

経
営
」
▼
阿
南
市
認
定
農
業
者
の

活
動
状
況
紹
介
▼
農
業
者
に
対
す

る
認
定
制
度
の
説
明

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
林
水

産
課
振
興
係
内
☎
22

－

１
５
９

８)

へ阿
南
警
察
署
だ
よ
り

▼
昨
年
11
月
、
津
乃
峰
町
で
夜
間

死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
夜

間
の
通
行
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
や
事

故
な
ど
、
１
分
１
秒
を
争
う
緊
急

事
態
を
通
報
す
る
た
め
の
電
話
で

す
。
本
当
に
必
要
な
人
が
、
必
要

な
と
き
に
１
１
０
番
回
線
が
ふ
さ

が
り
、
警
察
へ
の
通
報
が
遅
れ
て

し
ま
っ
て
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。「
１
１
０
番
」は
、

正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

216件（2,247）
1人（       2）
24人（   261）

救 急 件　数
搬送人員

260件（3,028）
249人（2,897）

火 災
件　数
損害額

2件（  32）
119千円

（38,595千円）
●阿南署管内平成27年11月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

灯台照明のLED化について

阿南市では平成22年度から２年間、若手職員
を中心とするひかりのまちづくりプロジェクト
チーム（チーム名：ALPS）を結成し、行政や
関係機関に LED の積極的な活用を要望してき
ました。要望先の１つであった徳島海上保安部
においては昨年中に
・富岡港防砂堤灯台
・青島灯台　
・舟磯打標
の LED 照明交換工事をし、これで徳島海上
保安部所管の阿南市にある灯台照明はすべて
LED となりました。この度、プロジェクトチー
ム職員が徳島海上保安部を訪問し、菊永部長に
要望採択のお礼と感謝を伝えてまいりました。
今後とも阿南市ではひかりのまちづくりを積極
的に進めてまいります。
問い合わせは　企業振興課（☎22−3401）へ
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臨
時
的
任
用
職
員
・

指
導
員
・
嘱
託
職
員
等

を
募
集
し
ま
す

　

提
出
書
類
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
等
は
、
目
的
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

勤
務
条
件
等
く
わ
し
く
は

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

一
般
事
務

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
役

所
お
よ
び
関
係
機
関
に
お
い
て
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
31
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）

が
で
き
る
方

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

１
月
12
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
21
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
筆
記
試
験
お
よ
び
小

作
文
試
験

試
験
日　
２
月
７
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

保
育
所
給
食
調
理

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
立

保
育
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤

務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
45
人
程
度

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

１
月
５
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈫
～
14
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
。（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
31
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
給
食
調
理

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
学
校

給
食
施
設
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務

す
る
給
食
調
理
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
45
人
程
度

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

５
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈫
～
14
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
31
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

学
校
用
務

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
内

の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
等

に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る

学
校
用
務
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
19
人
程
度

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

26
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
26
日
㈫
～
２
月

４
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
、日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
14
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

幼
稚
園
助
教
諭
お
よ
び
預
か
り

保
育
士
（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
立

幼
稚
園
で
臨
時
的
に
勤
務
す
る
幼

稚
園
助
教
諭
お
よ
び
預
か
り
保
育
士

応
募
資
格　
①
幼
稚
園
助
教
諭
：

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

②
預
か
り
保
育
士
：
幼
稚
園
教
諭

免
許
状
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方

※
①
②
と
も
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む

採
用
予
定
人
員　
▼
幼
稚
園
助
教

諭
（
１
日
お
よ
び
短
時
間
勤
務
）：

12
人
程
度
▼
預
か
り
保
育
士
：
８

人
程
度

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
24
日
㈰	

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
写
真
貼
付
）
に
幼
稚
園
教
諭

免
許
状
ま
た
は
保
育
士
証
の
写
し

（
免
許
状
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

み
証
明
書
も
可
）
を
添
え
て
学
校

教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

賃
金　
▼
１
日
勤
務
の
方
：
日
額

７
８
０
０
円
（
平
成
27
年
度
現

行
）、
年
２
回
勤
勉
手
当
あ
り
▼

短
時
間
勤
務
お
よ
び
預
か
り
保
育

士
の
方
：
日
額
５
０
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ
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科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
４
月
採
用

の
科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

職
務
内
容　
科
学
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
天
文
事
業
お
よ
び
小
・
中

学
生
へ
の
理
科
学
習
指
導
。
土
、

日
、
祝
日
の
出
勤
、
午
後
10
時
ま

で
の
勤
務
あ
り
。

応
募
資
格　
理
系
の
４
年
制
大
学

を
卒
業
し
、
理
科
の
教
員
免
許
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有

す
る
方
。
ま
た
は
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
、
取
得
見
込
み

の
方
。

採
用
予
定
人
員　
１
人

任
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
勤
務
成

績
に
よ
っ
て
、
次
年
度
以
降
も
契

約
更
新
可
）

報
酬　
月
額
19
万
５
１
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈫
～
24
日

㈰
（
土
、
日
、
祝
日
の
受
付
可
）

の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
１
月
12
日
㈫
、
18
日
㈪
を
除

く
）

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
教
員
免
許
状
取
得
者

は
そ
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資

格
証
取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）

を
添
え
て
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　
２
月
21
日
㈰　

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問
し
、

心
身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱
託
職
員

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
６
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
に
看
護

師
免
許
証
ま
た
は
介
護
支
援
専
門

員
証
お
よ
び
普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
介
護
・
な

が
い
き
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
29
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
20
日
㈯

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
24

－

８
０
０
７
）
へ

日時　１月31日㈰　13:00～16:00
場所　あななんアリーナ（南部健康運動公園内多目的施設）
講習内容　野球の試合における審判技術の習得
　　　　　（審判員としての心構え、ルールなど基本）
講師　市軟式野球連盟審判員
対象　高校生以上の方
参加費　無料
服装等　ジャージなど運動のできる服装、運動のできる

シューズ、野球帽
持参物　筆記用具
申込締切日　１月21日㈭

申込み・問い合わせは
野球のまち推進課（☎22−1297)へ

野球審判員養成講習会
受講生募集

～バングラデシュってこんな国～

アッサラームアライクム（こんにちは）！
私は阿南市役所を休職し、国際協力機構（JICA）の青年海
外協力隊として、2015年７月からバングラデシュへ派遣さ
れている、渡邊李里紗と申します。阿南にいながらバングラ
デシュを感じられるような紹介をしていきたいと思います。
バングラデシュは人口密度が高い国と言われますが、それは
北海道に日本人全員が住んでいるようなイメージでしょうか。
首都ダッカでは体をぶつけずに歩くのは至難の業。地方に
行っても過疎化はあまり感じられません。村々をのぞいても、赤ちゃんからお年寄りまで一緒に暮らす生
活がよく見られます。こんなベンガル人の主食はお米。人口の半分が農業に就き、地方では田んぼのある
風景が続きます。年２～３回収穫されるこのパラっと軽いお米を皿の真ん中によそい、魚や牛肉、野菜の
トルカリ（カレー）を添え、器用なベンガル人をまねて右手で食べます。始めは抵抗がありますが、食材
を指先で感じながら食べるのも、今ではいいものだと思っています。

バングラデシュ滞在記
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公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
交
付

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど

を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
日
本
年
金
機

構
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
お
い
て
源
泉
徴

収
票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

－０
５

－１
１
６
５
）

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
、

（
☎
０
３

－６
７
０
０

－１
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
既
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態
区

分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の

際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
書
が

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
・
障
害
者
の
区
分

は
、
介
護
認
定
の
内
容
を
審
査
し

認
定
し
ま
す
。
認
定
情
報
確
認
の

た
め
、
交
付
は
後
日
郵
送
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付　
１
月
８
日
㈮
か
ら

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
等

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

認知機能の低下はできる限り早く発見し、予防してい
くことが大切です。
たとえ認知症になっても安心して暮らすためには、み
んなの協力で支え合うことが必要です。認知症予防の
正しい知識を一緒に学んで明るい老後に備えましょう。
日程　１月22日㈮、29日㈮　　
時間　14:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　21世紀室
定員　20人（男女不問）　
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、
１月 15 日㈮（当日消印有効）までに、電話、ファク
シミリまたははがきでお申し込みください。
申込み・問い合わせは　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

パートナーシップセミナー

自分でできる認知症予防！

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○賀上書道教室作品展　～17日㈰まで
○浮世絵・美人画・つり飾り作品展　～31日㈰まで
■体験コーナー

○今年の干支（申）を作ろう
９日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】８日㈮　　【参加費】300円
【定員】10人　　【持参物】なし

○消しゴムはんこで豆ぽち袋!!
16日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】13日㈬　　【参加費】500円
【定員】10人　　【持参物】なし

○あんどん作り
23日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】22日㈮　　【参加費】3,000円
【定員】5人　　【持参物】なし

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 １月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

●教育長報告
①各種研究大会等の感想について
②県市教育委員会合同訪問報告について
③通学路の安全確保「ゾーン30」について
④阿南工業高校・新野高校の再編計画について
⑤フリースクールで義務教育について

●第62回徳島駅伝の日程等について

●平成28年阿南市成人式について

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせ
しています。くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課
（☎22−3299）へ

11月定例会（11月25日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより
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＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

就 学 前 教 育 文化会館
２階　研修室

子どもの豊かで確かな育ちのために、園・所、家庭、地域が連携し、
人権教育・啓発を推進しよう。
就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性を改めて確
認し合い、教育（保育）の実践や、園・所、地域における人権教育・
啓発の取り組みについて、共に考え実践していきましょう。

小 ・ 中 学 校 教 育
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ａ・Ｂ

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のある PTA 活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。子ども・学校・家庭・地域がつながり合う人権教
育・啓発をどのように進めていくか、 PTA 活動や地域活動を中心
に参会者が思いを伝え合うなかで考えていきましょう。

高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｃ

一人ひとりの進路を保障するための教育を創造し、人権問題を自ら
の課題として捉え、あらゆる差別の解消に向けて実践できる人材を
育成しよう。
自らの進路を切り拓いていく力を養うためには、基礎学力の保障と
自尊感情を高めることができる教育の創造が重要です。学校・家庭・
地域がさらに連携を深め、「身元調査お断り」ワッペン運動等の啓
発活動を通じて、知識理解だけにとどまらず、社会で実践できる人
材を育成しましょう。

社 会 教 育 文化会館
１階　視聴覚室

相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生き
る人権のまちづくりを進めよう。
すべての市民が日常生活の中で「人権」と結びつけて考えるととも
に、あらゆる差別や不合理を許さない地域づくりに向けて教育・啓
発活動を推進していきましょう。

企 業 ・ 職 域 富岡公民館
２階　ホール

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）
を見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向
上をめざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命をもって「人権尊重のまち
づくり」に取り組んでいこう。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき、常に人権の視点に立っ
て日常業務を遂行するとともに、これまで培われてきた人権教育・
啓発の実績や成果をふまえながら関係機関・職場・地域との連携を
密にした実践活動を推進しましょう。

※託児を希望される方は、１月29日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月６日㈯　9:30～16:00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「市民のプライバシー保護と登録型本人通知制度について」

講師　NPO法人香川人権研究所　理事・事務局長　喜岡　淳 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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か
、
明
確
な
説
明
が
無
く
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
私
が
仮
に
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る

と
し
た
ら
、「
何
の
た
め
に
杭
を
打
っ
て

い
る
の
か
」
と
考
え
て
、
杭
を
固
い
地
面

ま
で
届
か
せ
る
よ
う
に
す
る
で
し
ょ
う
。

物
事
は
自
分
で
確
か
め
考
え
て
、
本
質
を

見
抜
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
性
と
は
、
自
分
の
価
値
と
仕
事

　

国
会
は
教
育
基
本
法
さ
え
作
れ
ば
教
育

が
よ
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
教
師
や
親
は
、「
個
性
」
と
は
「
生

ま
れ
つ
き
あ
っ
て
、
変
わ
ら
な
い
も
の
」

と
い
う
本
質
的
意
味
も
う
ま
く
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。「
自
分
の
価

値
は
個
性
、
つ
ま
り
ほ
か
の
人
と
違
う
こ

と
に
価
値
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
何
と

な
く
教
え
る
の
で
、
本
当
の
自
分
は
人
と

違
っ
た
価
値
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
い
、
自

分
探
し
に
出
る
若
者
や
フ
リ
ー
タ
ー
が
増

え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
30
年
間
解
剖
の
仕
事
を
し
ま
し
た

が
、
解
剖
の
仕
事
に
合
っ
た
人
が
い
る
と

思
い
ま
す
か
？
仕
事
は
自
分
に
合
う
と
い

う
よ
り
も
、
世
の
中
の
穴
を
埋
め
る
よ
う

自
分
で
確
か
め
考
え
て
、
本
質
を

見
抜
く
必
要
が
あ
る

　

養
老
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
阿
南
は
初

め
て
で
は
な
い
ん
で
す
。
10
年
以
上
前
か

ら
四
国
を
ず
っ
と
回
っ
て
い
て
、
阿
南
に

も
来
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
方
と
一
言
も

口
を
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
虫
ば
か
り
捕
っ
て
い
た
か
ら
で
す

（
笑
）。

　

実
は
、
四
国
は
西
と
東
で
虫
の
種
類
が

微
妙
に
違
い
ま
す
。
吉
野
川
が
最
初
は
北

に
流
れ
、
途
中
か
ら
急
に
東
へ
曲
が
っ
て

い
る
の
は
、
四
国
が
東
西
に
一
度
割
れ
て

も
う
一
度
く
っ
つ
い
た
ん
で
す
。
虫
を
調

べ
れ
ば
分
か
る
ん
で
す
。

　

私
は
１
９
３
７
年
生
ま
れ
で
、
小
学
２

年
生
の
時
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
が
、
先

生
の
指
示
に
従
い
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い

た
国
語
の
教
科
書
の
指
定
さ
れ
た
箇
所
を

墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
も
信
用
し
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
「
横
浜
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
杭
が
固
い
地

面
に
届
い
て
い
な
い
」
と
い
う
事
件
も
、

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の

養
老
孟
司
さ
ん
（
大
正
大
学
客
員
教
授
）

  

　「
今
、幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

物
事
の
本
質
を
捉
え
て
、

壁
を
越
え
て
挑
戦
す
る

　

地
方
創
生
に
向
け
て
、
本
市
で
は
大
正
大
学
と
連
携
し
、

「
あ
な
ん
未
来
会
議
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
国
際
的
、
専

門
的
な
委
員
に
よ
り
斬
新
な
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

昨
年
10
月
20
日
に
文
化
会
館
で
「
あ
な
ん
未
来
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
養
老
孟
司
先
生
の
基
調
講
演

な
ど
当
日
の
模
様
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
し
ま
す
。

未
来
の
か
た
ち
を
考
え
る

～
あ
な
ん
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
～

企
画
新
春



に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

一
方
的
な
情
報
、
知
識
に
惑
わ
さ

れ
て
は
い
け
な
い

　

今
、
日
本
の
幼
稚
園
の
５
割
が
、
日
本

語
も
満
足
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
幼
稚
園
児
に

英
語
を
教
え
て
い
ま
す
が
、“I am

 a 
boy”

と
い
う
文
章
の
中
の“

I”

は
要

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

“
am

”

と
い
う
動
詞
の
主
語
は“

I”
し

か
な
い
か
ら
で
す
。
私
は
女
房
と
話
す
時
、

「
私
が
」
っ
て
言
い
ま
せ
ん
。
で
も
英
語

で
は
必
ず
、
主
語
を
入
れ
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

外
国
に
は
「
紅
茶
に
し
ま
す
か
、
コ
ー

ヒ
ー
に
し
ま
す
か
」
と
聞
い
て
く
る
習
慣

が
あ
り
ま
す
。
紅
茶
か
コ
ー
ヒ
ー
か
、
選

択
肢
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
ち
ら
か
に
決
め

る
「
主
体
」
が
い
ま
す
。
私
は
こ
の
「
主

体
」
の
存
在
を
押
し
付
け
ら
れ
る
の
が
気

に
入
り
ま
せ
ん
。

　

外
国
で
は
３
つ
く
ら
い
の
子
ど
も
で
も
、

親
か
ら
誕
生
日
祝
い
を
も
ら
う
時
、
色
を

決
め
る
の
は
お
前
だ
と
選
択
肢
を
与
え
、

「
主
体
」
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
文
化
で
す

が
、
日
本
人
は
そ
う
い
う
文
化
で
は
育
っ

て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

文
化
が
違
う
の
で
す
か
ら
、「
あ
な
た

の
文
化
で
は“

I am
 a boy”

と
い
う

で
し
ょ
う
が
、
日
本
で
は
そ
ん
な
こ
と
は

わ
か
り
き
っ
て
い
る
の
で“

I”

は
い
ら

な
い
」
と
言
っ
て
い
い
の
で
す
。

〝
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
〟
も
同
様

に
、
本
質
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

　
「
情
報
」
と
は
「
時
間
が
た
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
も
の
」
の
こ
と
で
す
。
ニ
ュ
ー

ス
は
毎
日
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
そ
う
で
は
な
く
毎
日
増
え
て
い
る

の
で
す
。
だ
か
ら
情
報
過
多
と
言
っ
て
い

ま
す
。「
情
報
」
は
消
え
ま
せ
ん
。「
情

報
」
と
は
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
。
生
き

て
い
る
こ
と
は
ひ
た
す
ら
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
な
の
で
、
同
じ
も
の
ば
か
り
扱
う
と

面
白
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
個
性
」
を
重
要
視
す
る
と
い
う
こ
と

は
、「
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
て
、
死
ぬ

ま
で
変
わ
ら
な
い
」
も
の
を
大
事
に
す
る

と
い
う
常
識
に
な
り
ま
す
が
、
教
育
と
は

子
供
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
か
ら
、
個

性
中
心
に
な
っ
た
と
き
に
教
育
は
本
当
の

意
味
で
消
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勇
気
を
も
っ
て
、
壁
を
越
え
て
挑
戦

す
る
こ
と
が
重
要
だ

　

組
織
に
入
り
た
て
の
若
い
人
が
課
長

に
、
来
年
の
提
案
を
し
た
時
、
そ
の
結
果

予
想
が
で
き
な
け
れ
ば
無
責
任
と
言
わ
れ

ま
す
。
従
っ
て
、
予
想
が
で
き
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

し
か
し
、
予
想
の
つ
か
な
い
範
囲
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
昔
の
人
に
と
っ
て
は
、

そ
う
い
う
予
想
の
つ
か
な
い
何
か
が
あ
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
し
た
。
壁
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
の
世
界
は
予
想
が
つ
か
な

い
も
の
で
す
。
そ
の
壁
を
一
歩
越
え
ら
れ

る
学
問
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
通
っ
て
い
た
中
学
、
高
校
は
カ
ト

リ
ッ
ク
系
の
イ
エ
ズ
ス
会
で
、
校
長
は
30

代
の
ド
イ
ツ
人
で
し
た
。
毎
週
、
月
曜
日

の
朝
礼
で
、
下
手
な
日
本
語
で
い
つ
も

し
ゃ
べ
っ
て
い
た
話
の
中
で
一
つ
だ
け
覚

え
て
い
る
の
が
「
勇
気
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
特
に
男
の
子
は
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ

を
超
え
る
と
先
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。

見
え
な
い
状
況
で
一
歩
踏
み
出
す
と
い
う

こ
と
を
、
昔
の
人
は
徳
目
と
し
ま
し
た
。

今
は
見
え
な
か
っ
た
ら
や
っ
て
は
い
け
な

い
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
勇

気
」
は
何
で
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
も
の
を
考
え
、
あ
ら
か
じ
め
予

想
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
自

体
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

生
き
そ
び
れ
な
い
よ
う
に
、
後
悔
し

な
い
よ
う
に
生
き
て
も
ら
い
た
い

　

私
の
知
り
合
い
が
経
営
す
る
ホ
ス
ピ
ス

に
、
毎
日
死
に
た
く
な
い
と
言
う
90
歳
す

ぎ
の
お
じ
い
さ
ん
が
い
ま
す
。
平
家
も
滅

び
ま
し
た
。
皆
、
死
な
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
平

家
の
時
代
の
人
は
生
ま
れ
て
30
歳
か
そ
こ

ら
で
、
見
れ
る
も
の
は
見
て
き
て
、
人
生

に
悔
い
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

今
90
歳
に
な
っ
て
も
死
に
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
ま
だ
生
き
た
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
生
き

て
き
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
生

き
る
の
を
先
送
り
し
、
そ
れ
を
続
け
て
い

く
と
90
歳
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
生

き
な
く
て
は
と
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
「
生
き
そ
び
れ
る
」
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
は
調
べ
れ
ば
調
べ

る
ほ
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か

ら
、「
生
き
そ
び
れ
る
」
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
生
き
そ
び
れ

な
い
よ
う
に
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
生
き

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

新春企画　未来のかたちを考える
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床
桜
英
二
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）：「
あ

な
ん
の
宝
と
は
？
」

　

本
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

題
名
は
「
あ
な
ん
の
宝
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
」
で
す
が
、
ま
ず
「
あ
な
ん
の
宝
」
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

二
宮
清
純
：「
野
球
に
代
表
さ
れ
る
地
域

主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
そ
の
施
設
」

　

阿
南
市
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実
し
、

「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」
は
県
内
に
定
着
化

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
は
愛
媛
県
出
身

で
、
プ
ロ
野
球
で
は
本
拠
地
が
四
国
に
近

く
四
国
出
身
の
選
手
が
多
い
阪
急
ブ
レ
ー

ブ
ス
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
の
は
地
域
の
文
化
で
あ
り
、
地
域
間

競
争
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
高
校
野
球
で
も
、
応
援
席
で
は

徳
島
県
は
阿
波
踊
り
、
高
知
県
は
大
漁
旗

で
、
甲
子
園
に
方
言
が
飛
び
か
う
な
ど
地

域
性
が
ふ
ん
だ
ん
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
目
的
を
達
成
し
た
ら
解
散
し

ま
す
が
地
域
の
ク
ラ
ブ
は
解
散
し
な
い
わ

け
で
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
主
体
で
ク
ラ
ブ

を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

池
添
純
子
：「
歴
史
か
ら
ひ
も
解
い
て
、

新
た
な
味
わ
い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く

り
」

　

所
属
し
て
い
ま
す
阿
南
高
専
創
造
技
術

工
学
科
の
建
設
コ
ー
ス
で
、
阿
南
駅
前
商

店
街
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
状
況
を
調
べ
、
４

０
０
分
の
１
の
模
型
を
作
成
し
、
大
正
時

代
の
地
図
か
ら
歴
史
を
ひ
も
解
く
な
ど
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
学
生
と
提
案
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
図
面
の
な
い
空
き
店
舗
の
食
堂

を
実
測
調
査
し
、
古
い
木
が
使
わ
れ
て
い

て
人
の
歴
史
を
感
じ
る
、
味
わ
い
が
出
て

い
る
な
ど
、
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
出
し
、

「
自
分
た
ち
が
使
う
と
し
た
ら
」
と
い
う

計
画
を
立
案
中
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
学

生
が
地
域
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

佐
藤
道
明
：「
お
接
待
文
化
の
中
で
活
き

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
展
開
」

　

加
茂
谷
は
山
、
川
が
素
晴
ら
し
く
、
こ

こ
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
作
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
皆
が
集
ま
る
と
こ
ろ
と
い

う
意
味
の
、〝
屯
（
た
む
ろ
）〟
と
い
う
名

前
を
付
け
ま
し
た
。
加
茂
谷
に
は
、
お
す

そ
分
け
な
ど
「
お
接
待
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
地
域
の
方
と
交
流
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

東
京
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
農
家
か
ら
直

接
譲
っ
て
も
ら
っ
た
農
産
物
で
料
理
を
作

り
昼
食
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
阿
南

で
も
、
畑
を
借
り
て
野
菜
を
作
っ
て
、
昼

食
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勢
井
啓
介
：「
病
気
に
な
っ
て
も
、
障
害

が
あ
っ
て
も
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
が
で

き
る
環
境
」

　

12
年
前
、
ス
テ
ー
ジ
４
の
が
ん
が
わ
か

り
、
家
族
に
も
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
ま
し

た
が
、
一
方
、
友
人
た
ち
か
ら
は
温
か
い

励
ま
し
で
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

数
年
後
に
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
神

社
に
お
祈
り
に
行
っ
た
妻
が
、
私
が
死
ん

だ
ら
、
私
た
ち
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
自
分

の
健
康
を
祈
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
感
心

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
手
術
を
受
け
、
３
回
目

の
手
術
後
は
再
発
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、

病
気
に
な
っ
て
も
、
障
害
が
あ
っ
て
も
人

の
た
め
に
な
る
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
あ
な
ん
の
宝
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
」
と
題
し
て
、
床
桜
英
二
さ
ん
ほ
か

４
人
の
「
あ
な
ん
未
来
会
議
」
の
委
員
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
地
方
創
生
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パネルディスカッション

「あなんの宝を未来へつなぐ」

あなんの宝を磨き上げて、
次の世代へつなげていく

阿南工業高等専門学校　助教
池添純子さん

徳島文理大学総合政策学部教授
床桜英二さん
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は
楽
し
い
こ
と
で
す
。

　
「
Ａ
Ｗ
Ａ
が
ん
対
策
募
金
」
の
出
前
講

座
で
は
、
高
校
生
相
手
に
私
の
体
験
談
を

話
し
て
、
そ
の
後
、
大
切
な
人
へ
と
手
紙

を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
心
は
、
患
者
の
気
持
ち
の
支
え
に
な
り

ま
す
。
健
康
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
家
族
、
大
切
な
人
の
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。

床
桜
英
二
：「
全
員
参
加
で
〝
あ
な
ん
の

宝
〟
に
磨
き
を
か
け
未
来
に
つ
な
ぐ
に

は
？
」

　

ひ
と
と
お
り
、〝
あ
な
ん
の
宝
〟
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次

に
、
地
域
が
全
員
参
加
で
、〝
あ
な
ん
の

宝
〟
に
磨
き
を
か
け
、
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
宮
清
純
：「
ス
ポ
ー
ツ
を
地
方
創
生
に

生
か
す
」

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
追
加
種
目
候
補
の
な
か

に
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ー
フ
ィ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
正
式
種
目
に
な
れ
ば

阿
南
市
と
の
関
わ
り
合
い
も
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

仮
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、

例
え
ば
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
市
場
規
模
は
大

き
く
、
世
界
で
は
10
年
で
３
割
増
の
３
５

０
０
万
人
、
市
場
規
模
は
ア
メ
リ
カ
だ
け

で
20
億
ド
ル
も
あ
り
ま
す
。
徳
島
県
や
高

知
県
、
宮
崎
県
な
ど
の
過
疎
化
、
高
齢
化

地
域
で
は
サ
ー
フ
ィ
ン
が
盛
ん
な
の
で
、

こ
れ
を
地
方
創
生
に
利
用
す
る
手
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

池
添
純
子
：「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
地
域
に

関
わ
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
す
る
経

験
を
つ
む
」

　

地
域
包
括
ケ
ア
と
い
う
政
策
が
進
ん
で

い
ま
す
。
誰
も
が
高
齢
者
に
な
っ
て
、
お

世
話
す
る
方
、
さ
れ
る
方
、
ど
ん
な
立
場

に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
や
は
り

今
の
日
本
人
は
地
域
の
中
で
最
後
ま
で
生

活
し
た
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
に
関
し
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
で

考
え
る
と
、
あ
る
日
突
然
役
割
が
与
え
ら

れ
て
、
じ
ゃ
あ
明
日
か
ら
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ

ダ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
地
域
に
関
わ
り
、
地
域
の
方
た
ち
と

何
か
し
ら
協
力
し
て
き
た
と
い
う
経
験
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

勢
井
啓
介
：「
安
心
で
き
る
医
療
設
備
と

医
療
者
の
ス
キ
ル
の
充
実
を
図
る
」

　

12
年
前
の
病
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

う
や
っ
て
今
、
元
気
に
お
話
し
で
き
る
の

も
納
得
の
い
く
治
療
を
受
け
ら
れ
た
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
者
の
高
い
ス

キ
ル
と
病
院
の
最
先
端
の
医
療
設
備
が
あ

れ
ば
、
病
気
は
そ
ん
な
に
怖
い
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
最
新
の
医
療
設
備
と
ス

キ
ル
の
高
い
先
生
を
有
す
る
医
療
セ
ン

タ
ー
が
必
要
で
す
。
今
で
す
と
、
治
療
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
も
高
額
で
す
が
あ
り
ま
す
。

阿
南
に
も
こ
の
よ
う
な
体
制
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
道
明
：「
あ
な
ん
の
宝
と
も
い
う
べ

き
自
然
環
境
を
地
方
創
生
に
生
か
す
」

　

サ
ー
フ
ィ
ン
の
話
に
戻
る
と
、
自
然
環

境
を
非
常
に
大
事
に
す
る
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
が
、
徳
島
大
学

の
武
知
実
波
さ
ん
と
い
う
阿
南
に
住
ん
で

い
る
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
個
人
を
応
援
し
て

い
て
、
彼
女
は
阿
南
ふ
る
さ
と
大
使
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

伊
島
に
ア
イ
ラ
ン
ド
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
作
る
と
し
た
ら
、
日
本
の
東
京

の
Ｉ
Ｔ
会
社
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
と
か

海
外
の
一
流
の
人
た
ち
を
呼
ぶ
の
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
自

然
環
境
と
か
循
環
と
か
生
物
多
様
性
に
非

常
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が

ら
伊
島
を
世
界
に
発
信
し
て
も
ら
え
、

「
世
界
の
伊
島
」
に
な
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

床
桜
英
二
：「
全
員
の
力
で
あ
な
ん
の
宝

を
磨
き
上
げ
て
そ
れ
を
次
の
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
」

　

県
の
方
で
も
、「
と
く
し
ま
生
物
多
様

性
セ
ン
タ
ー
」
を
作
っ
て
、
生
物
多
様
性

と
地
方
創
生
を
絡
ま
せ
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
物
多
様
性
を

し
っ
か
り
認
識
す
る
方
に
伊
島
に
来
て
い

た
だ
き
、
伊
島
か
ら
生
物
多
様
性
の
重
要

性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

普
通
の
地
方
創
生
計
画
は
５
年
程
度
な

の
で
す
が
、
も
っ
と
長
く
、
こ
れ
か
ら
の

阿
南
市
の
未
来
を
、
全
員
の
力
で
〝
あ
な

ん
の
宝
〟
を
磨
き
上
げ
て
、
次
の
世
代
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新春企画　未来のかたちを考える

㈱ＨＡＬ代表取締役
佐藤道明さん

AWA がん対策募金理事長
勢井啓介さん

スポーツジャーナリスト
二宮清純さん
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一
つ
で
も
順
位
を
上
げ
る

　

監
督
と
し
て
２
度
目
の
徳
島
駅
伝

に
臨
む
森
監
督
に
、
意
気
込
み
を
伺

い
ま
し
た
。

　
「
目
標
は
、
昨
年
の
６
位
か
ら
１

つ
で
も
順
位
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
練
習
に
工
夫
を
加
え

る
な
ど
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。
３
日
間
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

中
学
生
総
合
と
女
子
総
合
で
は
２

年
連
続
優
勝
す
る
な
ど
、
今
年
も
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇
り
ま

す
。
一
般
選
手
の
安
定
し
た
走
り
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
ど

ん
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
の
か
。
１

月
４
日
午
前
７
時
30
分
、
戦
い
の
火

ぶ
た
は
切
ら
れ
ま
す
。

がんばれ！阿南市チーム
新春の阿波路を駆け抜けろ

温かいご声援、よろしくお願いします！

１月４日に徳島駅伝が開幕します。昨年の６位から、
飛躍をめざす阿南市チーム。今年は、１つでも順位を
上げられるようチーム一丸となっています。スタート
ラインに立つ監督や選手の皆さんを紹介します。

全力応援　第62回徳島駅伝大会

とにかくチームのため
に頑張ります！！

南谷　塁
走れることを

楽しみたいです

古山育弥

インタビュー　期待のランナー2016

今年の目標を一言！

森監督が今年期待する８人の選手

にレースへの意気込みを伺いまし

た。（敬称略）

チームのために
１秒でも速く走る

松浦賢奨
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▼阿南市チーム監督・選手
区　分 名　前 学年 所属（学校名） 出場

回数
監　督 森　　泰英 日亜化学工業㈱ 26
コーチ 湯口　武夫 阿波製紙㈱ 35

武谷　佳典 日亜化学工業㈱ 10
男子選手（主将）山﨑　優希 日亜化学工業㈱ 10

男子選手

吉田　侑祐 日亜化学工業㈱ 16
結城　直哉 日亜化学工業㈱ 13
稲岡　哲平 日亜化学工業㈱ 10
南谷　　塁 阿南市陸上競技協会 12
福住　広憲 徳島ＡＣ ３
國行　麗生 ２年 東海大学 ５
近藤　航介 ３年 香川大学大学院 初
吉成　椋介 １年 城西大学 ５
西條　功一 １年 関西大学 ６
髙見　綾哉 ３年 小松島西高等学校 ４
前田　大悟 ２年 小松島西高等学校 ３
新居　卓也 ２年 小松島西高等学校 ４
沖津　　力 １年 小松島西高等学校 ３
久米　智宏 １年 富岡西高等学校 ２
松田　悠陸 １年 富岡西高等学校 ２
谷口　和人 ３年 阿南中学校 ３
薄田　朋樹 ３年 阿南第一中学校 初
紀本　大成 ３年 阿南第一中学校 ２
村橋　和磨 ３年 阿南第一中学校 初
生田　琉海 ２年 阿南第二中学校 ２
大前　龍二 ３年 羽ノ浦中学校 ２
折野　僚紀 ３年 新野中学校 初
松浦　賢奨 ３年 福井中学校 初

マネージャー兼女子選手 福良　郁美 ３年 富岡東高等学校 ３

女子選手

川口　優香 ２年 鳴門高等学校 ５
髙見　宥妃 １年 小松島西高等学校 ２
藤江　晴香 １年 富岡東高等学校 ２
角南　茉耶 ３年 阿南中学校 初
守野　優奈 ２年 阿南中学校 初
小林　璃々 ２年 羽ノ浦中学校 ２
古山　育弥 ２年 羽ノ浦中学校 初
折野　愛純 １年 新野中学校 初

▼コース紹介
４日　宍喰橋～幸町新聞放送会館別館前
　　　〔16区間〕93.1㎞
５日　鷲の門前～池田駅前
　　　〔16区間〕 91.7㎞
６日　池田駅前～幸町新聞放送会館別館前
　　　〔11区間〕 72.5㎞
合計　〔43区間〕257.3㎞

▼阿南市内通過予定時刻〔９区～13区〕
４日

10:29　美波町由岐警察官駐在所前
　　　　　　　　↓　7.9km
10:53　ＪＲ福井駅前
　　　　　　　　↓　6.8km
11:13　桑野町　喫茶「芽里斗」前
11:45　同所再出発　
　　　　　　　　↓　6.9km
12:08　徳島新聞社阿南支局前
　　　　　　　　↓　7.2km
12:30　ローソン羽ノ浦中庄店前
　　　　　　　　↓　7.3km
12:51　ケアハウス　健祥会アムス

（旧市営芝生川橋バス停）前

全力応援　第62回徳島駅伝　がんばれ！阿南市チーム

精一杯走れるように
頑張ります

吉田侑祐

チームに貢献できる
よう頑張りたいです

沖津　力
チームに貢献できる
よう全力をつくす

髙見宥妃

阿南市民の代表として
頑張ります！
村橋和磨

※上記の時刻は先頭チームの通過時刻を想定
しています。

悔いの残らないように
走りたい

折野愛純



地
方
創
生
へ
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
２
０
６
０
年
度
の
目
標
人
口
を
提

示
す
る
「
阿
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ

び
「
地
方
創
生
阿
南
市
総
合
戦
略
」
の
策
定

作
業
が
大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、
同
じ
く
策

定
中
の
「
第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

「
ひ
と
」
と
「
し
ご
と
」
が
互
い
に
好
循
環

を
生
み
出
し
、
将
来
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
「
ま
ち
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
数
値
目
標
だ
け
で
な
く
市
民
の

生
活
や
心
の
豊
か
さ
の
満
足
度
に
力
点
を
置

い
た
施
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
県
内
で
は

初
め
て
の
「
幸
福
度
調
査
」
を
、
１
０
０
０

人
の
市
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
各
分
野
で
活
躍
す
る
委

員
で
構
成
す
る
「
あ
な
ん
未
来
会
議
」
等
で
、

外
か
ら
の
視
点
で
阿
南
の
強
み
を
発
掘
し
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
本
市
の
地
方
創
生
を
追

求
す
る
取
組
も
並
行
し
て
進
め
ま
す
。

子
育
て
施
策
の
さ
ら
な
る
拡
充

　

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
、
若
い
世
代
が
働

き
な
が
ら
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
地
方
創
生
の
重
要
な
柱
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
保
育
施
設
の
整
備
や
待
機

児
童
の
解
消
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
保

育
充
実
、
私
立
幼
稚
園
授
業
料
軽
減
へ
の
支

援
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、
医
療
費

無
料
化
を
18
歳
ま
で
延
長
、
企
業
に
よ
る
保

育
事
業
実
現
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
不
妊
治
療

の
支
援
拡
充
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
一
部
助
成
を
公
約
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
地
域
医
療
の
確
立

　

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
本
市

の
将
来
に
と
っ
て
最
重
要
事
項
で
あ
り
ま
す
。

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ
り
、
危
機

的
状
況
に
あ
る
地
域
医
療
の
確
立
へ
の
道
が

開
け
、
救
急
医
療
や
周
産
期
医
療
を
は
じ
め
、

子
育
て
、
高
齢
者
福
祉
、
災
害
時
に
お
け
る

医
療
体
制
の
確
保
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
態
勢
が
整
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
存
続
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ
徳
島

厚
生
連
、
阿
南
市
医
師
会
お
よ
び
本
市
の
３

者
が
交
わ
し
た
覚
書
に
基
づ
き
、
平
成
30
年

の
開
院
に
向
け
て
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
が
保
健
セ
ン
タ
ー
や
休
日

診
療
所
お
よ
び
災
害
時
の
医
師
会
の
活
動
拠

点
等
、
総
合
的
に
市
民
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
計
画
し
て

い
ま
し
た
（
仮
称
）
阿
南
市
災
害
医
療
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
名
称
を
「
阿
南
健
康
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
と
定
め
、
整
備
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
支

援
拡
大
や
理
容
店
等
に
血
圧
計
を
備
え
る
な

ど
、
市
民
が
定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
対
策

　

大
津
波
に
対
す
る
避
難
施
設
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

橘
、
ゆ
た
か
野
、
津
乃
峰
、
富
岡
東
部
地
区

の
防
災
公
園
に
加
え
、
大
人
数
が
避
難
で
き

る
「
命
山
」（
人
工
高
台
）
な
ど
の
整
備
を

沿
岸
の
平
野
部
で
順
次
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普
及
に

よ
り
迅
速
な
伝
達
が
可
能
と
な
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
緊
急
情
報
の
発
信

や
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
促
進
、
災

害
時
に
支
障
と
な
る
危
険
廃
屋
等
の
空
家
対

策
も
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
来
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
那
賀
川
の
無
堤
地
域
に
つ
い
て

は
、
国
直
轄
の
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
が
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
併
せ
て
那
賀

川
の
総
合
的
な
治
水
対
策
お
よ
び
長
安
口
ダ

ム
改
造
の
早
期
完
成
を
促
進
し
、
関
係
住
民

が
一
日
も
早
く
安
心
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
災
害
時
に
は
「
命
の
道
」
と
な

る
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
要
望
活

動
を
継
続
し
て
早
期
完
成
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
生
活
、
産
業
、
観
光
面
な
ど
に
高
速
道

路
の
利
便
性
が
高
ま
る
よ
う
、
関
連
す
る
幹

線
道
路
等
の
周
辺
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
福
祉
の　

充
実

　

こ
れ
ま
で
地
域
を
支
え
て
き
た
店
舗
の
減

少
や
高
齢
化
の
進
展
で
、
病
院
や
買
い
物
に

自
力
で
行
け
な
い
交
通
・
買
い
物
弱
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
小
型
の

「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
導
入
な
ど
に
よ
り
地

域
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

民
間
の
移
動
販
売
事
業
者
と
も
連
携
し
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
12
月
議
会
が
12
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
か
ら

所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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移
住
交
流
と
広
域
連
携
の
推
進

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
定
住
促
進
課
を
設
置

し
、
移
住
交
流
の
推
進
体
制
を
強
化
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
市
が
導
入
を
予
定
し
て
い
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、
大
阪
や
東
京
で
開

催
さ
れ
た
募
集
フ
ェ
ア
で
14
人
の
方
か
ら
応

募
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
徳
島
県

が
各
市
町
村
の
転
入
窓
口
で
実
施
し
て
い
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
本
市
へ
の
移
住
者

が
47
人
と
県
下
で
最
も
多
い
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
本
市
へ
の
追
い
風
を
背
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
人
口
減
少
地
域
の

活
性
化
、
若
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
若

者
定
住
促
進
本
部
の
設
置
、
そ
し
て
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
市
内
企
業
、
阿
南
市
東
京
事
務
所

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
促
進
事
業
の
強
化
に
よ
り
、「
親
孝
行
を

す
る
た
め
に
、
子
ど
も
が
戻
っ
て
き
た
く
な

る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

日
本
創
成
会
議
の
試
算
で
は
、
四
国
東
南

部
は
本
市
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が

消
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
美

し
い
自
然
と
絶
え
間
な
い
歴
史
を
有
す
る
こ

の
地
域
を
消
滅
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
阿
南
市
が
四
国
東
南
部
の
人
口
流
出
を

食
い
止
め
る
ダ
ム
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

室
戸
市
・
安
芸
市
と
の
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携

に
よ
る
観
光
圏
の
創
生
、
牟
岐
町
・
海
陽
町

の
加
入
で
県
南
部
が
一
体
と
な
る
１
市
４
町

の
定
住
自
立
圏
の
実
現
、
首
都
圏
等
の
企
業

や
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
互
い
の
強
み
や

役
割
を
結
集
し
、
本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
連
携
の
ス
ク
ラ
ム
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

産
業
振
興
と
雇
用
の
充
実

　

近
年
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
分

業
の
進
展
、
少
子
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
振
興
条

例
を
制
定
し
、
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
経
営
・
技
術
革
新
、
新
た
な

事
業
へ
の
取
組
を
、
市
役
所
、
大
企
業
、
高

専
や
大
学
、
金
融
機
関
、
商
工
関
係
諸
団
体

が
共
有
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
面
的
な

産
業
構
造
を
維
持
拡
充
し
、
若
者
定
住
や
起

業
家
の
育
成
を
喚
起
し
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
の
活
性
化
と
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
都
市
計
画
等
に
つ
い

て
の
見
直
し
も
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
農
林
水
産
業
は
本
市
の
基
幹
産

業
で
す
。
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
問

題
を
抱
え
る
中
山
間
地
域
の
農
業
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
産
地
化
事
業
な
ど

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
取
り
組
み
、

「
も
う
か
る
農
業
」
の
実
現
に
向
け
、
産
官

学
が
連
携
し
て
農
林
水
産
物
の
６
次
産
業
化

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
が
輝
く
社
会
の
推
進

　

女
性
が
安
心
し
て
働
け
る
多
様
な
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
例
え
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
の
起

業
を
支
援
す
る
な
ど
、
子
育
て
を
し
な
が
ら

い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
女
性
が

活
躍
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
実
現

を
め
ざ
し
て
民
間
団
体
等
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど

の
不
安
を
抱
え
る
女
性
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
支
援
体
制
を
さ
ら
に
広
域
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

学
び
と
文
化・ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
小
中
学

校
へ
の
エ
ア
コ
ン
を
順
次
、
導
入
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
奨
学
金
の
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
し
、

優
秀
な
人
材
の
地
元
へ
の
就
職
や
Ｕ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
こ
と
で
本
市
の
将
来
を
支
え
る

人
づ
く
り
を
強
化
し
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
祭
り

や
伝
統
行
事
な
ど
の
貴
重
な
写
真
や
文
献
を

デ
ー
タ
化
し
て
保
存
し
、
公
開
す
る
「
ふ
る

さ
と
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
注
目

さ
れ
て
い
る
電
子
図
書
館
の
導
入
を
進
め
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
図
書
の
閲
覧
が
可
能
と

な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
制
度
等
の
民
間
活
力
導
入

に
よ
り
文
化
施
設
の
魅
力
を
倍
増
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
海
、
山
、
川
な
ど
本

市
の
豊
か
な
自
然
を
い
か
し
、
若
者
に
人
気

の
あ
る
サ
ー
フ
ィ
ン
、
釣
り
な
ど
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
若

者
を
本
市
に
呼
び
込
む
取
組
を
進
め
ま
す
。

個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」
で
す
が
、
あ
な
ん

未
来
会
議
で
委
員
の
方
か
ら
四
国
八
十
八
カ

所
に
あ
や
か
っ
て
八
十
九
番
目
と
な
る
〝
野

球
（
89
）
寺
〟
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
野
球
を
愛

す
る
人
な
ら
思
わ
ず
立
ち
寄
っ
て
み
た
く
な

る
聖
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
民
間
の
活
力
と

連
携
し
て
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
協
定
を
結
ん
だ
日
本
体

育
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
め
ざ
す
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
や
ゴ
ル
フ
場

な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、
日
本
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
も

称
さ
れ
る
伊
島
の
類
ま
れ
な
自
然
と
環
境
を

い
か
し
、
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
有
名
な

デ
ン
マ
ー
ク
の
「
エ
ー
ロ
島
」
の
よ
う
な
先

進
的
な
事
例
を
参
考
に
、
伊
島
の
魅
力
を
倍

増
さ
せ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

情
報
通
信
や
観
光
の
分
野
で
は
、
市
内
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
、
魅
力
的
な

行
政
情
報
や
地
域
の
話
題
の
提
供
を
図
る
と

と
も
に
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
や
外
国

語
に
よ
る
観
光
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
「
お
遍
路
」
ブ
ー
ム
等
で
増
え
つ
つ
あ
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
中
山
間

地
域
で
の
鳥
獣
被
害
を
逆
手
に
取
っ
た
ジ
ビ

エ
料
理
を
推
進
し
、
鳥
獣
対
策
と
観
光
両
面

で
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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ニュースオアシス

食べて、笑って、感動して！ 
「活竹祭」に人出の波

「第 24 回阿南市活竹祭」と「全国丼サミット
inあなん」、「第18回ＪＡアグリあなん祭」が
ＪＡアグリあなんで同時開催され、市内外から
訪れた多くの来場者がステージイベントや模擬
店を楽しみました。「能登牛ローストビーフ丼」
や「宇和島鯛めし丼」など、全国から集まった
14 種類の創作丼が楽しめるブースが特に人気
を呼び、長い行列ができていました。

11/28

11/1
ナカちゃんとの出会いから10年
追悼イベントや作品展を開催

那賀川に現れ、多くの市民に愛されたアゴヒゲ
アザラシの「ナカちゃん」との出会いから10
年を迎えたことを記念し、「ナカちゃんを語り
継ぐ会」主催の追悼イベントや作品展が開催さ
れました。道の駅公方の里なかがわで行われた
イベントでは、「ナカちゃん音頭」や「ナカち
ゃんサンバ」などの創作歌や踊りが披露され、
参加者はナカちゃんとの思い出を振り返りまし
た。
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女性に一番多いがん「乳がん」について知って
もらおうと、ひまわり会館で専門家による講演
会が開催されました。講師で、阿南医師会中央
病院 乳腺外科 乳腺専門医の田中 隆さんは、「乳
がんは、女性の18人に１人がかかるといわれ
る病気ですが、検診により早期発見できれば９
割の方が治癒します」と話し、日頃からのセル
フチェックや検診の大切さを訴えました。

早期発見なら９割の方が治癒！
「乳がん」の知識を深める

12/12

技術大国日本の明日を担う
若者が技術やアイデアを競う

「四国移動型＆自律型ロボットトーナメント
2015」が阿南高専で開催され、25チーム75人
が参加しました。本大会は、ＬＥＧＯブロック
で作製されたロボットで球を移動し得点を競う
もので、モノづくりの楽しさと難しさを体験し
てもらうことを目的にしています。学生は、こ
の日のために作製したロボットを操作しながら、
技術やアイデアを競い合っていました。

11/15

親父たちの甲子園
500歳野球大会が開催される

「第１回徳島県500歳野球大会」がＪＡアグリあ
なんスタジアムなどで開催され、県下 13 チーム
が出場し、熱戦が繰り広げられました。500歳野
球のルールは、選手の出場資格が満50歳以上で、
ゲーム出場選手９人の合計年齢が500歳以上です。
選手は、日頃の練習の成果を発揮し、白球を追っ
てはつらつとプレー。上灘オールスターズ（美波、
牟岐町）が優勝しました。

11/14

木のぬくもりを感じてほしい

木材と触れ合い、その良さや建築方法を学んで
もらおうと、徳島県建築士会阿南那賀地域会が

「木育住育出前授業」を吉井小学校・福井小学
校で開催しました。児童は木造建物の説明を受
けた後、柱をたてるなど家造りに挑戦。参加した
井坂愛菜さん（福井小６年）は、「木材に触れて
みて、木の持つ特徴がよくわかりました」と話し
ました。

12/7
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あなん
カルチャー会場一体となって奇跡を起こす感動の瞬間を、ぜひ親

子で体験してみてください。
日時　３月19日㈯　１回目　10:30開演

２回目　13:30開演
場所　市民会館　　　　　
入場料　【全席指定】1,960円（３歳以上有料）
チケット販売開始日　１月16日㈯
チケット販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センタ
ー店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、フジグラ
ン阿南店、アピカ
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	しまじろうコンサート
　	「しまじろうとロボットのくに」チケット発売！

新野町岡花地区に伝わる人形座
「中村園太夫座」は、地区の名
前から「岡花座」と呼ばれ親し
まれています。伝承の技芸は、
新野中学校民芸部など若い人た
ちにも受け継がれています。郷
土の誇り「阿波人形浄瑠璃」の
舞台をお楽しみください。
今年は阿南市山口町に伝わる山
口座三番叟保存会も出演します。
日時　１月24日㈰　13:00開演（12:30開場)
場所　夢ホール（文化会館）
演目　①式三番叟【山口座三番叟保存会】②傾城阿波

の鳴門		順礼歌の段【人形：新野中学校民芸
部】③傾城阿波の鳴門		十郎兵衛内の段④玉藻
前曦袂　三段目　道春館の段

入場料　200円（高校生以下無料）
チケット販売場所　文化会館、情報文化センター、市
民会館、平惣書店（阿南センター店、羽ノ浦国道店）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり（１週間前までに要申込)
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	阿波人形浄瑠璃芝居
　	中村園太夫座（岡花座）公演

セ
ン
タ
ー

科
学

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

（
有
料
・
要
申
込
）

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
天
文
講
座

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
催
し
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
補
助
を

受
け
、
丸
１
日
、
宇
宙
や
天
文
に
関
す
る
工
作
・

実
験
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

▼
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス

対
象　
小
学
１
年
～
３
年
と
そ
の
保
護
者

日
時　
２
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

定
員　
25
組
50
人
（
先
着
順
）

▼
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス

対
象　
小
学
４
年
～
中
学
生

日
時　
２
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
方
法　
参
加
申
込
み
用
紙（
市
内
の
児
童
・

生
徒
に
は
１
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
科
学
セ
ン
タ
ー
に

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
保
護
者
無
料
）　 ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

懐かしく、親しみやすい音色の
マンドリンで奏でるクラシック
からポップス。
明大マンドリン倶楽部の演奏会
を存分にお楽しみください。
日時　３月４日㈮	
　　　18:30開演（18:00 開場）
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
ゲスト　う～み
入場料　【全席自由】

2,500円（当日500円増し）
★お得なセット券を発売します　　
　・２枚セット　4,500円　
　・３枚セット　6,000円

チケット販売開始日　１月９日㈯
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、市
民会館、ミリカホール、平惣書店ほか　　　
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	明治大学マンドリン倶楽部演奏会
　	前売りチケット発売！
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望
遠
鏡
で
さ
ぐ
る
オ
リ
オ
ン
座（
有
料
）

　

冬
の
星
座
の
代
表
、
オ
リ
オ
ン
座
の
見
ど
こ

ろ
を
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

日
時　
１
月
31
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
方
法　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
、

開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風
車
を
作
ろ
う
」

（
無
料
）

日
時	

１
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、
午

後
１
時
30
分
～

参
加
方
法　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
、

開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
の
２
回
実
施

※
学
校
の
冬
休
み
期
間
は
平
日
の
午
後
２
時
20

分
～
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

１
月
の
休
館
日

１
日
㈷
～
４
日
㈪
、
12
日
㈫
、
18
日
㈪
、

25
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度（
中
）

皇
朝
十
二
銭

　

律
令
国
家
は
十
二
種
の
銅
貨
を
発
行
し

た
。
も
っ
と
も
「
和
同
開
珎
」
の
み
銀
銭

も
あ
る
。「
和
同
開
珎
」
は
わ
が
国
最
初

の
銅
銭
で
「
わ
ど
う
か
い
ち
ん
」
と
読
む
。

一
般
的
に
は
「
わ
ど
う
か
い
ほ
う
」
と
言

わ
れ
て
い
た
。

　

政
府
は
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
に
「
和

同
開
珎
」
を
発
行
し
て
以
来
、天
徳
二
（
九

五
八
）
年
、「
乾
元
大
宝
」
を
も
っ
て
終

止
す
る
ま
で
鋳
造
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
私
鋳
銭
の
横
行
と
貨
幣
価
値

の
下
落
に
対
処
す
る
た
め
改
鋳
が
繰
り
返

さ
れ
、
奈
良
時
代
の
三
種
は
銅
八
割
を
含

む
良
質
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
隆

平
永
宝
」
以
来
、
銅
と
鉛
の
比
率
が
五
割

程
度
と
な
り
形
状
も
小
型
・
軽
量
化
し
た
。

乾
元
大
宝
を
最
後
に
鋳
造
は
中
止
さ
れ
た
。

　

平
安
末
期
に
宋
銭
が
流
入
す
る
ま
で
銭

貨
を
用
い
な
い
時
代
が
続
い
た
。
貨
幣
鋳

造
以
前
の
地
金
の
使
用
や
物
々
交
換
の
時

代
が
続
い
た
。

　

慶
雲
五
（
七
〇
八
）
年
、
武
蔵
国
秩
父

郡
か
ら
銅
が
献
上
さ
れ
た
た
め
年
号
を

「
和
銅
」
と
改
め
た
。
同
年
五
月
銀
銭
、

八
月
に
は
銅
銭
が
鋳
造
さ
れ
た
。
わ
が
国

最
初
の
金
属
貨
幣
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
四
日
、
阿
南
市

文
化
財
保
護
審
議
会
の
県
外
研
修
で
下
関

市
長
府
の
覚
苑
寺
境
内
に
あ
る
「
長な

が

門と

鋳じ
ゅ

銭ぜ
ん

所し
ょ

跡あ
と

」（
国
重
要
文
化
財
）
を
見
学
し
た
。

　

明
治
四
十
四
年
、
和
同
開
珎
に
関
わ
る

銭せ
ん

笵は
ん

、
鞴ふ

い
ご
く
ち

羽
口
、
坩る

つ
ぼ堝
な
ど
約
百
点
の
鋳

造
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
和
同
開
珎
鋳
造

地
が
確
実
に
埋
存
す
る
遺
跡
と
し
て
現
存

す
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
金
貨

　

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
慶
長
大
判
、

小
判
が
発
行
さ
れ
た
。
江
戸
幕
府
に
よ
る

初
め
て
の
全
国
統
一
金
貨
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
に
、
甲
斐
国
武
田
氏
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
た
「
甲
州
金
」。
文
禄
五

（
一
五
九
六
）
年
に
は
「
武
蔵
墨
書
小
判
」

（
一
両
通
用
、
一
八
グ
ラ
ム
）「
額
一
分

金
」（
四
・
五
グ
ラ
ム
）「
慶
長
古
鋳
小

判
」（
慶
長
初
期
、
一
八
グ
ラ
ム
）
が
流

通
し
て
い
た
。

　

以
下
、
小
判
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
慶

長
小
判
以
降
（
以
下
、
発
行
年
・
重
量
・

金
含
有
率
の
順
を
列
記
す
る
）。

　
「
元
禄
小
判
」（
一
六
九
五
、
一
七
・
八

五
、
五
七
三
・
六
）「
宝
永
小
判
」（
一
七

一
〇
、
九
・
三
七
、
八
四
二
・
九
）「
正

徳
小
判
」（
一
七
一
四
、
一
七
・
八
五
、

八
四
二
・
九
）「
元
文
小
判
」（
一
七
三
六
、

一
三
・
一
七
、
六
七
五
・
一
）「
文
政
小
判
」

（
一
八
一
九
、
一
三
・
一
七
、
五
六
四
・
一
）

「
天
保
小
判
」（
一
八
三
七
、
一
一
・
二
五
、

五
六
七
・
七
）「
安
政
小
判
」（
一
八
五
九
、

九
・
〇
、
五
六
七
・
七
）「
万
延
小
判
」（
一

八
六
〇
、
九
・
〇
、
五
六
七
・
七
）。

　

小
判
一
両
と
言
っ
て
も
「
慶
長
」「
宝

永
」「
正
徳
」
の
よ
う
に
（
金
含
有
率
八

四
二
・
九
、
重
量
一
七
・
八
五
）
の
も
の

か
ら
「
安
政
」「
万
延
」（
五
六
七
・
七
、

九
・
〇
）
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

（
続
く
）

阿
南
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い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年

の
11
月
に
休
校
中
の
大
井
小
学

校
を
使
っ
て
、
音
楽
と
マ
ル
シ

ェ
の
イ
ベ
ン
ト
「
カ
モ
～
ン
加

茂
谷
か
も
か
も
フ
ェ
ス
タ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
加
茂
谷
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
会
の
皆
さ
ん
の

働
き
や
地
域
住
人
の
協
力
、
移

住
者
た
ち
の
新
し
い
発
想
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
相
乗
効
果

を
発
揮
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
連

携
が
と
れ
、

住
人
が
協
力

し
合
っ
て
自

分
た
ち
の
町

を
よ
り
良
く

し
て
い
こ
う

と
い
う
熱
い
思
い
の
あ
る
加
茂

谷
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。
あ

ら
た
め
て
、
自
然
も
人
も
豊
か

な
と
こ
ろ
だ
な
あ
、
私
た
ち
家

族
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と
は
、

こ
こ
加
茂
谷
に
な
っ
て
い
く
の

だ
な
あ
と
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
は
こ
の

地
域
に
母
を
呼
び
、
共
に
暮
ら

し
て
い
け
た
ら
い
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
新
野
町
の
谷
口
ゆ
う

こ
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
年
前
に
埼
玉
か
ら
加
茂
谷

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
年
末
は
埼
玉
へ
帰
省
し
て

い
た
の
で
す
が
、
お
と
と
し
の

12
月
に
三
男
が
生
ま
れ
、
初
め

て
徳
島
で
新

年
を
迎
え
ま

し
た
。
産
後

で
家
事
が
思

う
よ
う
に
で

き
な
い
私
の

た
め
、
母
が

年
末
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
、
お

せ
ち
料
理
の
食
材
や
大
切
な
お

重
箱
を
そ
ろ
え
て
持
っ
て
来
て

く
れ
ま
し
た
。
埼
玉
に
い
た
頃

は
、
母
と
一
緒
に
お
せ
ち
料
理

を
作
る
の
が
恒
例
だ
っ
た
の
で
、

久
し
ぶ
り
に
母
に
甘
え
る
こ
と

の
で
き
る
う
れ
し
い
正
月
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
は
大

切
に
し
て
い
た
お
重
箱
を
「
あ

な
た
が
使
い
な
さ
い
」
と
置
い

て
い
き
ま
し
た
。
私
も
い
つ
か

子
ど
も
に
譲
り
渡
せ
る
日
が
来

る
ま
で
大
切
に
使
い
た
い
と
思 496

「
新
し
い
ふ
る
さ
と
」

十八女町
和田あづささん

阿
南
市
短
歌
大
会

文
化
祭
大
会　
選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

森　
　

歌
子

秋
の
野
の
繁
み
に
揺
れ
る
一
輪
の

可
憐
な
野
菊
が
夕
陽
と
遊
ぶ

議
長
賞　
　
　
　
　

森
岡　

圭
子

ラ
ム
ネ
玉
い
か
に
入
り
し
か
弟
と

不
思
議
分
か
ち
ぬ
夏
空
の
下

教
育
長
賞　
　
　
　

水
口　

明
美

相
反
す
色
深
き
秋
プ
ラ
チ
ナ
に
光

る
月
抱
く
空
の
漆
黒

互
選
賞　
　
　
　
　

宮
本
久
美
子

ト
ラ
ク
タ
ー
使
い
終
り
し
安
堵
感

主
婦
に
戻
れ
ず
夕
陽
に
染
ま
る

互
選
賞　
　
　
　
　

佐
々
木
夫
美

「
幸
せ
」
と
母
つ
ぶ
や
き
し
白
桃

の
産
毛
が
光
る
季と

き

め
ぐ
り
来
る

互
選
賞　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

刈
り
終
へ
て
沁
み
じ
み
温
き
想
ひ

あ
り
田
面
を
つ
つ
む
新
藁
の
香
に

入
選　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
千
代

満
面
の
笑
み
で
花
束
し
か
と
抱
く

一
〇
七
歳
の
誕
生
日
の
母

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
入
選
歌

福
井
中
学
校　
　
　

青
木
健
太
郎

福
井
川
染
め
て
沈
み
し
太
陽
の
雲

の
向
こ
う
の
夕
焼
の
色

宮
浦　

悠
輔

秋
空
に
さ
わ
や
か
な
風
吹
き
ぬ
け

る
雲
ひ
と
つ
な
い
僕
の
心
も

	

岨　
　

大
雅

移
り
ゆ
く
木
の
葉
を
見
上
げ
歩
き

出
す
変
わ
ら
な
け
れ
ば
と
心
に
決

め
て

	

湯
浅　
　

明

澄
み
渡
る
秋
空
に
映
え
緋
の
色
に

ふ
ん
わ
り
と
咲
く
百さ

る
す
べ
り

日
紅
か
な

新
野
中
学
校　
　
　

笹
田　

釆
汐

君
と
居
る
二
人
の
時
間
何
故
だ
ろ

う
こ
ん
な
に
早
く
過
ぎ
て
い
く
の

は

中
山　

美
歩

阿
波
踊
り
笛
鐘
太
鼓
踊
り
子
の
高

鳴
る
鼓
動
徳
島
の
夜

徳
永　

杏
香

浴
衣
着
て
待
っ
て
る
君
の
姿
み
て

思
わ
ず
足
が
か
け
出
し
て
い
く

本
木　
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  7日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
14日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

15日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

21日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

28日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

１月の巡回日程

阿南市立図書館だより
１月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

土日は17:00まで
休 休 休 休 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆

那賀川図書館
10:00～18:00 休 休 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 休 休 休 ☆ 休 休 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 休 ☆

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　１月は休みます

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  
　※１月は第２木曜日だけです

蔵書点検中の館は、貸出・返却・予約等すべての業務が停
止します。返却ポストも使えませんので、開館している他
の２館にお返しください。

蔵書点検による特別休館日のお知らせ
羽ノ浦図書館　１月18日㈪～22日㈮
阿 南 図 書 館　１月25日㈪～29日㈮
那賀川図書館　２月 1日㈪～ 5日㈮

外国語指導助手のギャリ―先生が英語の絵本を読んでくれた
り、手あそびをしてくれます。Let's　enjoy　English!!

日時　１月31日㈰　10:30～11:30
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
プログラム　大型絵本『スイミー』　ほか

英語で楽しくおはなしひろば

日時　１月31日㈰
　　　① 11:00 ～ 11:45　対象：お子さまと保護者
　　　② 13:30 ～ 15:30　対象：わらべうたに関心のある方
場所　那賀川図書館　視聴覚室
　　　※希望者は申込書を那賀川図書館へ持参（FAX 可）

わらべうたであそぼう！　

入場無料

要申込
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若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座でワードの基本操作を学びます。短期
集中でワードのパソコンスキルを身に付け
たい方にはぴったりの講座です。また予約
制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳までの無

業の方　※学生不可
日時　１月19日㈫、20日㈬
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
定員　５人　　受講料　無料
申込締切日　１月18日㈪
※要予約
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

文化あなん
第19号
原稿募集

中学生、高校生を含む市民の皆さまから文
化あなん19号の原稿を幅広く募集します。
募集内容　随筆、俳句、短歌、川柳、漢詩
など
掲載料　無料
原稿提出先　文化振興課窓口（文化会館内）
原稿締切日　３月５日㈯
※編集委員会による選考があります。
※投稿規程など、くわしくは文化振興課窓
口でお受取りください。
問 阿南市文化協会事務局　松浦
　 （☎090－1572－6070）へ

小学生～高校生のための
春休み海外研修 参加者募集
内容　ホームステイ、ボランティア、文化

交流、学校体験、英語研修、地域見
学、野外活動など

日程　３月26日㈯～４月５日㈫のうち９
～11日間　

研修国　イギリス、オーストラリア、カナ
ダ、フィジー、ニュージーランド、
フィリピン

対象　小学３年生～高校３年生の方
参加費　398,000～498,000円
※１月25日㈪までにお申し込みの方は、
１万円割引

申込締切日　２月１日㈪
問（公財）国際青少年研修協会
　 （☎03－6417－9721）へ

「子どもとネット」講演会第 2 弾
スマホやネットによるデート
ＤＶやストーカーの実態
～別れの教育の必要性、SNSや恋人
　アプリやLINEなどの危険性～

今若者の間では、ＳＮＳを利用したデート
ＤＶやストーカー事例が多く、ほかにもリ
ベンジポルノなどさまざまな問題が起きて
います。まずは実態を知り、おとなができ
ることを考えたいと思います。
日時　１月９日㈯　13:30～15:30
場所　文化会館　視聴覚室
講師　ＤＶ加害者プログラム・NOVO（ノ

ボ）運営者、神戸大学・立命館大学
非常勤講師　伊田広行さん

問 今と未来のおとなネットワーク
　 （☎28－0559）へ

冬季の節電・省エネルギー対策
～節電へのご協力をお願いします～

今冬、四国電力管内では、厳冬となること
を想定したうえで、瞬間的な需要変動に対
応するために必要とされる予備率３％以上
を確保できる見通しですが、大規模な発電
所のトラブルが発生した場合、安定供給が
できない可能性が懸念されます。そこで、
政府は平成27年12月１日～３月31日まで
の平日（12月29日～31日を除く）9:00
～21:00 までの間、節電へのご協力をお
願いしています。
※数値目標は設定していません。節電をお
願いする期間・時間帯において、無理の
ない範囲での節電をお願いします。
問 四国経済産業局エネルギー対策課
　 （☎087－8118－8535）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　１月23日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

ポリテクセンター徳島

職業訓練生募集

募集訓練科　溶接加工科　（６カ月）
訓練期間　３月１日㈫～８月30日㈫
対象　公共職業安定所に求職の申し込みを

している方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　１月４日㈪～２月１日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

羽ノ浦新春
凧揚げ大会

お正月は家族で凧揚げを楽しもう！
日時　１月３日㈰　10:00～15:00
※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 （☎090－5717－7334）へ

第48回阿南市社会福祉大会
第７回阿南市
ボランティアフェスティバル
「明るく住みよいまち “阿南 ”」の実現をめ
ざして、阿南市の福祉増進に寄与された
方々を称える阿南市社会福祉大会を開催し
ます。式典後、徳島大学名誉教授　村上仁
士先生をお迎えし、南海トラフ巨大地震津
波について講演会を開催します。ボランティ
アグループの発表、交流を目的としてボラン
ティアフェスティバルを同時開催します。
日時　１月16日㈯　10:00 ～（受付9:30）
場所　夢ホール（文化会館）、富岡公民館
問 阿南市社会福祉協議会
　 （☎23－7288）へ

阿南第九の会第７回演奏会
日時　１月17日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
内容　 ▼日本の合唱曲より ｢いのちの歌｣

ほか ▼ソリストによる独唱曲 ▼ベー
トーヴェン作曲交響曲第九番より第
4楽章

入場料　1,000円（高校生以下無料）
※前売りチケットはコスモホールで販売し
ています。
問 阿南第九の会事務局
　 （☎090－3611－3106）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。３月号の締め切りは１月29日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

所得税の還付申告の受付が
始まります
阿南税務署での平成27年分の所得税およ
び復興特別所得税の還付申告の受付が、１
月４日㈪から（土、日曜日および祝日を除
く）始まります。ただし、２月８日㈪から
は、阿南市商工業振興センター２階展示ホ
ールが還付申告の会場となります。
なお、平成27年分の所得税および復興特
別所得税の確定申告の期間は、２月16日
㈫から３月15日㈫までですので、ご注意
ください。
問 阿南税務署（☎22－0414）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。

日時　１月16日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
どについて

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 支部長　花野（☎26－1157）へ

書き損じはがき回収プログラム
年賀状などの書き損じはがきや未使用切手、
未使用テレホンカードがカンボジアの地雷
撤去支援に役立てられます。はがき３枚で
１平方メートルの地雷原をクリーンにでき
ます。
この取組は平和教育の一環として市内の小
中学校でも実施されています。地雷被害を
減らすために、皆さまの温かいご支援をよ
ろしくお願いします。
問 ㈶カンボジア地雷撤去キャンペーン事
務局（☎092－833－7575）へ

津峯神社・初詣ウオーク
日時　１月16日㈯　※少雨決行
集合　9:30　夢ホール駐車場
※できるだけ汽車、バスでご参加ください。
解散　14:00頃　ＪＲ阿波橘駅
ルート　夢ホール（文化会館）～ＪＲ見能
林駅～見能林町側（三谷）登り口～津峯神
社～津乃峰町側登り口～JR阿波橘駅（284
ｍの上り、下りがあります）
距離　約９㎞
参加費　300円（歩こう会会員は200円）
※小学生以下の方は無料
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

の写しなど
※歩きやすい服装、すべりにくい靴でご参
加ください。万一の事故には、傷害保険
（主催者加入）の範囲内および応急処置
以外の責任は負いません。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

最低賃金、
チェックです！
徳島県最低賃金
時間額695円
特定最低賃金

▼造作材・合板・建築用組立材料製造業
　810円

▼はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業　840円

▼電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業
　805円
問 徳島県労働局労働基準部賃金室
　 （☎088－652－9165）へ

赤ちゃんと
ママの
ふれあい講座
●ベビーマッサージ教室
手のぬくもりから赤ちゃんへ「大好き」を
たくさん伝えよう！
日時　１月７日㈭　10:00～11:00
持参物  赤ちゃんの飲み物、バスタオル１枚
●ファーストサイン教室
まだおしゃべりが上手にできなくても、お
互いの気持ちを伝えあおう！
日時　１月14日㈭　10:00～11:00

〈共通事項〉
対象　０～２歳までの親子５組
場所　那賀川社会福祉会館２階
参加費　1,500円
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24－8710）へ

あなんで映画を
見よう会

「愛を積むひと」 

日本で最も美しい村北海道美瑛町を舞台に、
夫婦とそこに集う人々の愛やきずなを描く
感動作。
日時　１月31日㈰　
　　　①10:30～　②14:00～
場所　夢ホール（文化会館）
出演　佐藤浩市、樋口可南子ほか
入場料

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

「あなんパーソナル・
サポート・センター」
いろいろな生活上の困りごとの相談・支援

働きたくても仕事がない、再就職に失敗し
て雇用保険が切れた、親の介護で働けない、
生活が苦しい、借金がある、社会に出るの
が怖くなったなど、生活でお困りの方の自
立促進に向けた総合的な相談・支援を行っ
ています。秘密は厳守します。
場所　富岡町玉塚21番地　里美ビル１階
相談時間　8:30～17:15
※土・日・祝日、12月29日～１月３日を
除く

相談料　無料

問 あなんパーソナル・サポート・センター
　 （☎0120－928－764）へ

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）が
サポート！
「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や外国の高校、大学等
に入学・在学するお子さまをお持ちのご家
庭を対象とした公的な融資制度です。
ご融資額　お子さま１人につき350万円以内
金利　年2.05％　固定金利
※母子家庭の方などは年1.65％
　（平成27年11月10日現在）
ご返済期間　15年以内（母子家庭の方な

どは18年以内）

問 教育ローンコールセンター
（☎0570－008656ナビダイヤル）
または（☎03－5321－8656）へ

前売り 当日
シニア 1,000円 1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生
障  が  い  者 －   500円

成年後見制度とは

成年後見制度は、認知症、知的障害、精神
障害などによって物事を判断する能力が十
分ではない方（ここでは「本人」といいま
す）について、本人の権利を守る援助者（成
年後見人等）を選ぶことで、本人を法律的
に支援する制度です。
一旦制度の利用を開始すると、本人が病気
などから回復して判断能力を取り戻すか、
お亡くなりになるまで、成年後見人等によ
る支援が続きます。
くわしくは、裁判所ウェブサイト
http://www.courts.go.jp/をご覧ください。

問 徳島家庭裁判所家事書記官室
　 （☎088－603－0140）へ
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健康いきいき情報

阿波踊り体操教室
日時　１月28日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操を
やってみませんか！
阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは保健センター
へお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

婦人がん検診のお知らせ

臨時の婦人がん検診を行います
実施日　３月８日㈫
受付　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
検診内容　乳がん（要予約／保健センター

へ）、骨粗しょう症検診

■子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン
券の有効期限は２月末まで

※対象者の方には昨年の６月末頃に無料ク
ーポン券を郵送しています。受診の際に
持参ください。
クーポン券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

冬の感染症に備えましょう
★外出した後は、こまめに、ていねいに手

洗いをしましょう。
せっけんやハンドソープを使ってしっかり
泡立てて、手の平から手の甲、指の間やつ
めの間、手首まで洗った後は、きれいなタ
オルなどで十分にふき取りを。

★せき、くしゃみなどの症状がある時は、
マスク、せきエチケットを心掛けましょう。
人に向かってせず、とっさに出そうな時は、
顔を反らして、ティッシュなどで口と鼻を
覆いましょう。

★栄養に気をつけバランスのよい食事をと
りましょう。

★睡眠を十分とり、体力をつけておきまし
ょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

がん検診のお知らせ
※予約をしている方を優先して受付します
が、申込みなしで当日受診することもで
きます。検診日 2週間前までに総合健
診センター（☎088－678－7128）へ
お申し込みください。

実施日 受付時間 場　所 検診内容

２
月
９
日
㈫

  8:30～10:30 ひまわり会館 胃がん・
肺がん

13:00～14:00 長生公民館 肺がん
15:00～16:00 桑野公民館 肺がん

問 保健センター（☎22－1590）へ

講演会
不整脈から心臓と脳を守る
日時　１月23日㈯　13:30～15:00

（受付13:00～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
　　　※入場無料、申込み不要
講師　徳島大学大学院　医歯薬学研究部
　　　教授　赤池雅史さん
内容　不整脈や、高血圧が原因となる心臓

や脳の病気について

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（１月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

14日㈭

フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町 10:00～12:30

キ ョ ー エ イ
羽 ノ 浦 店 羽ノ浦町 14:00～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

達者でおろな健康教室

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

講話「今後のために知っておきたい
終活知識」
講師：金融広報アドバイザー等

持参物　健康手帳（無い方は交付）

問 保健センター（☎22－1590）へ

１月の日程

日　程 時　　間 場　　　所

 6日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館上中分館

 8日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

12日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふ れ あ い 会 館

13日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

18日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

19日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

22日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

25日㈪
10:00～11:30 大 野 老 人 憩 い の 家

13:30～15:00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

26日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【１月の休館日】
５日㈫、６日㈬、７日㈭、12日㈫
18日㈪、25日㈪

※１月 1 日㈷は午前7:00～営業します。
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１月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  7日㈭　お正月遊びを楽しもう
13日㈬　園庭開放
14日㈭　親子で楽しくクッキング

※要予約
21日㈭　おはなしのポケット
　　　　 身体計測
28日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

12日㈫　手づくりコマを作ってみよう
19日㈫　おはなしだいすき
21日㈭　子育て講座
26日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

12日㈫　おはなしのポケット
19日㈫　３Ｂ体操
26日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

12日㈫　ペープサートで遊ぼう
22日㈮　子育て教室　　10:20～

「乳幼児の成長。発達としつけ」
講師：徳島文理大学名誉教授
　　　寒川伊佐男さん

26日㈫　お誕生会
29日㈮　お楽しみ会

◇うたって遊ぼう　
　８日㈮、15日㈮、19日㈫

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

年始は１月６日㈬から開所します。

（※＝要予約）
年始は６日㈬から開所します。

  8日㈮　高齢者とのふれあい会※
12日㈫　発育計測
18日㈪　発育計測
22日㈮　ミュージックケアー乳児※
25日㈪　ミュージックケアー幼児※
26日㈫　お誕生会
29日㈮　おはなしコロリン　
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

子どもとうまくコミュニケーションする方
法を学んでみませんか。
対象　子育て中の方
日時　２月２日㈫、９日㈫、18日㈭、

23日㈫　10:00～12:00（全4回）
場所　ひまわり会館
参加費・テキスト代　無料　  定員　20人
※託児（先着４人。２歳以上～就学前まで
の方）を希望される方は、１月22日㈮
までにお申し込みください。

トレーナー　中西裕子さん
申込締切日　２月１日㈪
※４～10人グループで個別に講座を開催
できます。

問 こども相談室（☎22－1677）へ

徳島県親力アップ支援講座
「どならない子育て練習法」

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　13日㈬　桑野公民館
　　　20日㈬　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
５日㈫、８日㈮、12日㈫、19日㈫、22日㈮、
29日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換、保健師さんによる計測
も行っています。
日時　１月28日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター
Ａ　去年の10月、市民会館であった小学

校の音楽会に行ってきたんよ。それと
11月にあった中学校の音楽祭も。ど
っちもよかったわー。

Ｂ　どんなところが、よかったん？
Ａ　練習してきたんだろなぁ。歌声も楽器

の演奏も上手でなぁ。子どもたちがこ
んなにできるんかと感心したわ。

Ｃ　うちの学校は、４年生が出場しような
ぁ。みんなが１回は大舞台を経験でき
てええなぁ。すごい緊張するだろうけ
ど、いい経験じゃなぁ。

Ａ　人数の多い学校は、迫力があって合唱
団っていう感じがするし、人数の少な
い学校は、全校生徒で演奏したりして
和気あいあいとした温かさがあって、
よかったわ。うちの人も（夫）も一緒
に行ったんやけど「この学校もええな
あ。○○も△△も上手い」って、感心
しとったわ。

Ｂ　私はダンス発表会を見てきたんよ。出
場校は音楽会ほど多くはないけんど、
かわいかったでよ。よう工夫して忍者
やお祭り、ハロウィンとかのいろんな
動きを踊ってたわ。ソーランもあった
なあ。

Ｃ　それと11月末にあった小学校の体操
検定会も見てきたけど、練習に打ち込
んできたんだろうな。子どもの時に何
でも一生懸命打ち込むことって大事と
思うんよな。そんな経験をひとつふた
つと積み重ねていって、心も成長して
いってくれたら親としても嬉しいなあ。

Ａ　親は子ががんばっとうこと見つけて、
しっかり褒めたげな、いかんなぁ。

ＢＣ　そうやなぁ。今年はそうしような。
学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−打ち込む子ども−

て ひ ろば育子
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①
赤
ち
ゃ
ん
授
業
と
の
出
会
い

　

私
の
人
生
は
教
職
人
生
で
し
た
。
退
職

後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
が
、
も
う
す
っ
か
り
73
歳
の
高
齢
者
と

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
今
年
「
赤
ち

ゃ
ん
授
業
」
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
職
時
代
に
や
り
残
し
た
「
赤
ち
ゃ

ん
授
業
」
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
、
10

人
の
実
行
委
員
の
一
人
と
し
て
仲
間
入
り

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

②
赤
ち
ゃ
ん
授
業
っ
て
？

　

そ
れ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
先
生
で
す
。
０

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団
講
師

　

美
馬	

育
子	

さ
ん

歳
か
ら
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
お
家
の

方
と
学
校
へ
来
て
く
れ
て
、
学
校
の
生
徒
さ

ん
と
出
会
っ
て
、
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

さ
に
赤
ち
ゃ
ん
が
先
生
で
す
。
こ
の
授
業
は
、

一
つ
の
学
校
で
春
と
秋
に
２
回
行
い
ま
す
。

③
１
回
目
の
授
業

　

今
年
は
阿
南
市
内
３
中
学
校
で
実
施
で
き

ま
し
た
。
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
誰
も
不

安
で
、
何
度
も
事
前
勉
強
会
を
行
い
、
学
校

の
先
生
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
マ
マ
た
ち
へ

の
お
願
い
や
説
明
な
ど
１
回
目
の
授
業
に
備

え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
主
任
児
童
委
員

の
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
支
援
も

い
た
だ
き
な
が
ら
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
駐

車
場
で
待
ち
構
え
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
と
一
緒
に
教
室
へ
。

　

エ
プ
ロ
ン
姿
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
と
の
出

会
い
か
ら
授
業
は
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
赤
ち
ゃ
ん
先
生
の
ま
わ
り
に
は
緊
張
し
き

り
の
中
学
生
が
集
ま
り
、
赤
ち
ゃ
ん
先
生
の

紹
介
や
お
家
の
方
と
の
自
己
紹
介
な
ど
を
し

な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
へ
と
進
み

ま
す
。

　

さ
っ
き
ま
で
元
気
に
笑
っ
て
い
た
赤
ち

ゃ
ん
が
、
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

お
腹
が
す
い
て
授
乳
の
時
間
と
な
っ
た
り
、

お
む
つ
換
え
と
な
っ
た
り
と
実
に
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
中
学
生
に
と
っ
て
は
ど
れ
も

こ
れ
も
新
鮮
で
驚
き
の
連
続
の
よ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
で
は
、
大
き
な
体
は
岩

石
の
よ
う
に
固
ま
っ
て
、
本
当
に
壊
れ
そ

う
な
宝
物
を
抱
く
よ
う
な
緊
張
ぶ
り
で
す
。

語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
以
上
に

生
徒
の
皆
さ
ん
は
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
風

に
感
じ
ま
す
。
先
生
方
の
事
前
指
導
に
感

謝
し
ま
す
。

④
２
回
目
の
授
業
で
再
会

　

４
カ
月
後
の
秋
、
２
回
目
の
授
業
で
す
。

私
た
ち
も
驚
く
ほ
ど
赤
ち
ゃ
ん
先
生
は
立

派
に
成
長
で
す
。
つ
か
ま
り
立
ち
、
は
い

は
い
、
寝
返
り
、
お
も
ち
ゃ
と
遊
ぶ
な
ど
、

目
を
見
張
る
成
長
ぶ
り
で
す
。

　

一
方
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
全
員
、「
早

く
会
い
た
い
」「
お
も
ち
ゃ
渡
し
た
い
」
と
、

入
っ
て
き
た
と
た
ん
に
赤
ち
ゃ
ん
や
お
家

の
方
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。
中
学
生

の
優
し
そ
う
な
笑
顔
か
ら
、
２
回
目
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と
が
し
っ

か
り
と
感
じ
取
れ
ま
す
。
膝
に
抱
い
て
ミ

ル
ク
を
飲
ま
せ
る
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
中
学
生
、
だ
っ
こ
し
て
離
し
た
く
な
い

中
学
生
、
お
む
つ
の
交
換
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
中
学
生
、
赤
ち
ゃ
ん
の
動
き
に
合
わ

せ
て
「
い
な
い
い
な
い
ば
～
」
な
ど
。

　

教
室
中
が
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
や
生
徒

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

⑤
今
思
う
こ
と

　

私
た
ち
は
、
こ
の
授
業
か
ら
、
多
く
の

驚
き
や
感
動
を
い
た
だ
き
、
中
学
生
の
感

受
性
の
豊
か
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
り
と
、

ま
さ
に
感
動
物
語
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

マ
マ
や
パ
パ
や
学
校
の
先
生
方
、
中
学
生
、

主
任
児
童
委
員
さ
ん
、
地
域
の
方
々
の
ご

支
援
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
先
生
あ
り
が
と
う
。

こ
の
授
業
を
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
行

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
わ
が
国
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
は

先
進
国
日
本
と
し
て
、
涙
す
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
授
業
は
、
地
域

や
お
隣
で
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
既
に
な
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
人
が
助
け
合
え
る
阿
南
市
は

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
優
し
さ
か
ら
創
り

上
げ
ら
れ
る
社
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
育
子
（
高
齢
者
）
ま
で

!!
」
を
今
少
し
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
先
生
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
人
権
に
対

す
る
思
い
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒀

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551
2日 幸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 富 岡 町 ☎24−3387
3日 是 松 医 院 津乃峰町 ☎27−0316

10日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
11日 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎44−3700
17日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 ☎44−6111
24日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334
31日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

１月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設１月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） １・２・３・4・12・18・25日
那賀川スポーツセンター １・２・３・6・13・20・27日
羽ノ浦総合国民体育館 １・２・３・4・12・18・25日
羽ノ浦健康スポーツランド １・２・３・4・12・18・25日
県南部健康運動公園 １・２・３・5・12・19・26日

１月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

６日㈬、20日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

明けましておめでとうございます。新年の幕開けを告げる徳島駅伝大会の号砲が間もなく打たれます。表紙の写真は、先駆けて行われた阿南駅伝大
会で撮影したもの。駅伝が人々を熱くさせる理由は、チームのために走って襷（たすき）を〝つなぐ〟ことなのかも。市民の期待を一身に背負った
阿南市チーム、徳島駅伝大会では力を出し切ってほしいですね。（谷内）
乳がんの専門家による講演会に参加して、定期的に検診に行くことの大切さを再認識しました。これから寒くなるにつれ、インフルエンザや胃腸炎
がはやる季節にもなってきます。手洗いうがいを心がけ、2016年も健康第一でがんばりたいと思います。今年もよろしくお願いします。（相田）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

１月の相談

法律相談（要予約） ７日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 12日㈫、26日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 22日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 20日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ４日㈪、18日㈪、25日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
日 ５・12・19・26日　時 13:00～17:00
日 ８・22日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） ７日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※２月の相談日はありません。

人口と世帯数

人　口　75,653 人 （−69）
（男）	36,580 人 （−34）
（女）	39,073 人 （−35）
世帯数　30,507世帯（＋36）
※平成27年11月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,040人
（男）	　29,682人
（女）	　32,358人

※平成27年12月２日現在

１月の市税

■国民健康保険税（第８期）
納期限は、２月１日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  31日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。
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「
う
す
紅
の
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）
が
秋
の
日

の　

何
気
な
い
陽
溜
ま
り
に
揺
れ
て
い
る
♪
」

（
作
詞
・
作
曲
：
さ
だ　

ま
さ
し
）
と
歌
謡
曲

に
も
歌
わ
れ
た
、
誰
も
に
親
し
ま
れ
て
い
る
花
、

コ
ス
モ
ス
。
花
言
葉
は
、
調
和
・
謙
虚
・
乙
女

の
真
心
な
ど
と
、
慎
み
ぶ
か
い
こ
と
を
好
む
日

本
人
の
気
質
に
合
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
す
て
き

な
花
で
地
域
を
満
た
し
た
い
と
、「
宝
田
コ
ス

モ
ス
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
稲
作
が
終
わ
っ
た
耕

作
地
を
コ
ス
モ
ス
畑
に
す
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

活
動
は
平
成
15
年
か
ら
継
続
し
て
い
て
、
ま

ち
の
景
観
美
化
の
た
め
、
そ
し
て
道
行
く
人
々

の
心
を
癒
し
季
節
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
始
め
た
。

会
員
は
徐
々
に
増
え
、
現
在
で
は
23
人
の
協
力

を
得
て
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
耕
作
地
約
２
２

０
ア
ー
ル
が
コ
ス
モ
ス
畑
に
な
る
。
９
月
初
旬

に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
て
種
を
ま
く
と
、
発
芽

ま
で
20
日
ほ
ど
か
か
る
。
11
月
の
中
旬
頃
に
は

背
丈
が
30
～
40
セ
ン
チ
く
ら
い
に
な
っ
た
赤
や

白
、
ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
ら
し
い
花
が
咲
き
、

霜
が
降
り
る
ま
で
約
２
カ
月
間
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
ハ
ー
ト
型
や
迷
路
型
な
ど
に
整
形
す

る
こ
と
も
あ
り
、
お
と
と
し
は
富
士
山
の
世
界

遺
産
登
録
に
ち
な
み
富
士
山
の
形
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
さ
れ
る
年
は
五
輪
マ
ー
ク
に
し
た

り
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
コ
ス
モ
ス
畑
は
、
町
内
外
の
人
々
の

散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
宝
田
公
民
館
で

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
通
学
路
や

学
校
か
ら
見
え
る
コ
ス
モ
ス
で
心
和
ま
せ
、
健

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
会
長
の
仁
木

利
昭
さ
ん
（
77
歳
）
は
話
す
。

　

コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
く
時
期
が
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
あ
た
る
た
め
大
雨
や
強
風
で
傷
ん
で
し
ま

い
、
思
っ
た
よ
う
に
育
た
な
い
こ
と
も
。
ま
た
、

花
が
咲
い
て
も
霜
に
弱
く
、
枯
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。
今
年
は
特
に
天
候
不
順
で
な
か
な

か
発
芽
せ
ず
、
み
ん
な
を
や
き
も
き
さ
せ
た
が
、

見
事
に
咲
い
て
く
れ
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

「
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
み
に
し
て
く

れ
る
の
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宝
田
町
の

秋
の
風
物
詩
と
し
て
、
で
き
る
限
り
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。
花
言
葉
が
示
す
よ

う
に
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
交
流
の
輪
、
人

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
一

輪
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
人
々
を
つ
な
い
で
い
る

よ
う
だ
。

■
発
行
／
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地
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を

い
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早
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阿
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ホ
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ム
ペ

ー
ジ

か
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ご
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い
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だ
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ま
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ぶらりまち紀行阿南
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第114回

宝田コスモス会（宝田町）

（写真撮影は、宝田幼稚園の教諭や園児の皆さんに協力していただきました）


